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0.1 序章 なぜ名前に悩むのか

来月、僕は父親になる。

妻のお腹はもうだいぶ大きくなっていて、検診のたびにエコー写真をもらってくるのだけれど、まだこの子には名前がない。出産予定日まであと30日ほど。名前を決めなければいけない。頭ではわかっている。でも、決められない。

最初は気楽に考えていた。「いい名前なんて、いくつか候補を出せばパッと決まるでしょ」と思っていた。ところが実際に取りかかってみると、これが驚くほど難しい。画数のいい名前にしたい。響きが美しい名前にしたい。身の回りにいない、でもキラキラネームではない名前にしたい。欲を言えば、海外でも通じるとなお良い。そして何より、妻と僕のふたりが「いいね」と言い合える名前にしたい。

考えれば考えるほど基準が増えていく。画数サイトを開いたかと思えば名前ランキングを眺め、気づけば「海外でも通じる名前」を検索している。情報はいくらでも出てくるのに、自分たちにとって何が一番大切なのかがわからない。

この悩みは僕だけのものではないはずだ。日本では毎年およそ80万人の赤ちゃんが生まれている1。つまり毎年、80万組以上のお父さんとお母さんが、この同じ悩みと向き合っている。名付けは、人生で最も多くの人が経験する「正解のない意思決定」のひとつなのだと思う。


0.1.1 既存の名付け本を読んでみて

悩み始めてすぐ、僕は書店の育児コーナーに足を運んだ。名付けの本はたくさんあった。分厚い名前辞典、画数一覧、赤ちゃんの名前大全集。どれも「名前の候補」は山ほど載っている。

でも僕が本当に知りたかったのは、名前の一覧ではなかった。「どうやって選べばいいのか」という方法論だった。画数と響きと漢字の意味、どれを優先すればいいのか。トレンドはどこまで気にすべきなのか。夫婦で意見が合わないとき、どう折り合いをつけるのか。そういう「決め方」を教えてくれる本が、意外と見つからなかった。

名前辞典は辞典として優れている。でも辞典は「何を引くか」を知っている人のためのもので、そもそも「何を基準に引けばいいのか」がわからない僕には、使いこなせなかった。



0.1.2 この本で伝えたいこと

だから僕は、自分で調べることにした。画数の仕組み、漢字の法律、音が与える印象の科学、名前のトレンド分析、海外の名付け文化、夫婦の合意形成。名付けに関わるあらゆるテーマをリサーチして、体系的に整理した。この本は、その記録だ。

先に断っておくと、僕は名付けの専門家ではない。言語学者でも占い師でもない。来月子供が生まれる、ごく普通の会社員だ。だからこの本には、学術的な厳密さよりも「同じ立場の親が知りたいこと」を優先して書いた。出典はできるだけ明記したけれど、専門書とは違う。一人の父親が本気で調べた記録として読んでいただければと思う。

ただ、ひとつだけ約束できることがある。この本を読み終わるころには、「いい名前の基準」があなたたち夫婦の中にできあがっている。 名前そのものを決めてくれる本ではない。名前を「決められる自分たち」にしてくれる本だと思ってほしい。



0.1.3 本書の構成

全8章と付録で構成しています。ざっくりした案内を書いておきます。


	第1章 名付けの5つの軸 — 画数、響き、漢字の意味、トレンド、国際性。名付けの判断基準の全体像を俯瞰する

	第2章 漢字の世界 — 名前に使える漢字は約3,000字しかない。意外と狭い選択肢の中でどう選ぶか

	第3章 画数の真実 — 姓名判断の流派は300以上。同じ名前で大吉にも凶にもなる現実と、その向き合い方

	第4章 響きの科学 — 「なんとなくいい響き」の正体。音が人に与える印象には法則がある

	第5章 トレンドの波に乗る技術 — ランキングデータの読み方と、被りすぎず外れすぎない名前の見つけ方

	第6章 世界の名付け — 日本の名付け文化は、世界から見るとかなり特殊だった

	第7章 ふたりで決める — 夫婦の意見が合わないとき、どう折り合いをつけるか。5ステップのワークショップ

	第8章 最終決定フレームワーク — 候補を最終的にひとつに絞る具体的な手順



各章には「やってみよう」ワークを用意しました。読むだけでなく、夫婦で一緒に手を動かしてもらえるとうれしいです。

それでは、名付けの旅を始めましょう。









0.2 第1章 名付けの5つの軸

序章で書いたように、僕は「考えれば考えるほど基準が増えていく」というループにはまっていた。画数がいい名前にしたい気持ちもあるし、呼んだときの響きだって大事だ。漢字の意味も気になるし、流行りすぎて同級生と被るのも避けたい。欲を言えば、将来海外で暮らすことになっても困らない名前だったらいいな、とも思う。

あなたも今、似たような状況ではないでしょうか。判断基準が多すぎて、何から手をつけていいのかわからない。

この章では、名付けを考えるときの判断基準を5つの軸として整理します。画数、響き、漢字の意味、トレンド、国際性。この5つを知っておくと、名付けの全体像が見渡せるようになります。それぞれの軸を深掘りするのは次の章以降に譲りますが、まずは「こういう視点があるんだな」という地図を手に入れてください。


0.2.1 軸1: 画数 – 数字で測る「運勢」

名付けの話になると、多くの人が最初に思い浮かべるのが画数ではないでしょうか。僕も妻から「画数は当然気にするよね?」と言われて、慌てて調べ始めたクチです。

姓名判断では、名前を構成する漢字の画数を足し合わせ、そこから運勢を読み取ります。最も広く知られているのは「五格」という体系で、姓と名の画数をさまざまな組み合わせで足し算し、天格・人格・地格・外格・総格の5つの要素に分けて運勢を判断するものです。計算方法の詳細は第3章で解説しますので、ここでは「こういう仕組みがあるんだな」と把握しておいてもらえれば十分です。

ここで知っておいてほしいのは、画数の数え方は流派によって異なるということです。旧字体で数える流派もあれば、新字体で数える流派もある。同じ名前なのに、あるサイトでは「大吉」、別のサイトでは「凶」と出ることは珍しくありません。なぜそんなことが起きるのか、そして画数とどう付き合えばいいのかは、第3章で詳しく掘り下げます。ここでは「画数は一つの参考指標であり、絶対的な答えではない」ということだけ頭に置いておいてください。

ちなみに、ある調査では名付けで画数を重視すると答えた親は約45%でした2。半数近い人が気にしているのだから、無視はしづらい。でも、残りの半数以上は画数以外の要素を優先しているとも言えます。



0.2.2 軸2: 響き – 耳に届く「第一印象」

人の名前は、書くよりも呼ばれることのほうが圧倒的に多い。この事実に気づいたとき、響きの大切さがストンと腑に落ちました。

実は、名付けで親が最も重視する要素は「読み・音の響き」だという調査結果があります。約62%の親が響きを重視すると答えており、これは画数を上回って1位です3。

では「いい響き」とは何でしょうか。感覚的なもののように思えますが、言語学には音象徴（おんしょうちょう）という考え方があります。音そのものが特定のイメージを呼び起こす、という現象です。

たとえば、名前の最初の音が「さ行」だと、さわやかで清涼感のある印象を与えやすい。「た行」だと力強さや意志の強さが感じられる。「な行」は柔らかくて穏やかな印象、「ま行」は安心感や信頼感を生みやすいと言われています4。

母音にもイメージがあります。「あ」で始まる名前はのびのびとした印象。「い」で始まる名前はひたむきで意志の強い印象。「お」で始まる名前には包容力や存在感がある、といった具合です。

面白いのは、名前の第一音が最も強く印象に残るという指摘です。言語学者の黒川伊保子さんによれば、「先頭の字は音が現れるまでの時間がいちばん長いため、最も強く脳に作用する」のだそうです5。つまり、名前の最初の一音が、その名前の「顔」になるわけです。

響きの詳しい話は第4章で掘り下げますが、名前の候補が出てきたら、ぜひ声に出してフルネームで呼んでみてください。姓と名のつながり方、リズム感、呼んだときの口の動き。そこに心地よさがあるかどうかは、理屈以前に体が教えてくれます。



0.2.3 軸3: 漢字の意味 – 文字に託す「願い」

漢字には一つひとつ意味があります。それが名前という形を通じて、親の願いを子どもに届ける器になる。これは漢字を使う日本語ならではの名付けの醍醐味だと思います。

漢字選びの軸はいくつかに分けられます。


	願い・祈り – 「結」なら人とのつながり、「怜」なら聡明さ、「翔」なら大きく羽ばたいてほしいという思い

	自然のイメージ – 「碧」「翠」「凪」「蓮」「陽」など、自然を感じさせる漢字は近年特に人気があります

	季節 – 春生まれなら「桜」、夏生まれなら「海」や「涼」、秋なら「楓」、冬なら「柊」。誕生の季節を名前に織り込むのは昔からある方法です

	視覚的なバランス – 書いたときの見た目も大事です。画数が極端に多い漢字は書くたびに苦労しますし、逆にシンプルすぎると物足りなく感じることもあります

	家族とのつながり – 兄弟姉妹で共通の漢字を使ったり、祖父母の名前から一字を受け継いだりする方法もあります



僕が個人的に大事だと感じたのは、「なぜこの名前にしたの?」と子どもに聞かれたときに答えられるかどうか、ということでした。漢字の意味をきちんと選んでおくと、その問いに対して胸を張って答えられます。

ただし注意点もあります。名前に使える漢字は約2,999字に限られています6。常用漢字2,136字と、人名用漢字863字の合計です。「この漢字を使いたい」と思っても、人名用漢字に含まれていなければ使えません。詳しくは第2章で解説しますが、意外と選択肢は限られているのです。



0.2.4 軸4: トレンド – 時代の空気を読む

名前には流行があります。大正時代の男の子には「正一」「清」が多く、昭和の戦時中には「勝」「勇」が上位に並びました。女の子は長い間「〜子」が主流でしたが、今ではかなり少なくなっています7。名前はその時代の価値観や社会の雰囲気を映す鏡です。

では、今の名前のトレンドはどうなっているのでしょうか。2025年の調査を見ると、男の子は「湊」「碧」「蓮」、女の子は「翠」「凛」「紬」が上位に入っています8。自然にまつわる漢字、短くてシンプルな二音ネーム、ジェンダーニュートラルな名前が目立ちます。

トレンドを知ることの意味は、「流行の名前をそのまま付ける」ことではありません。むしろ、今の時代にどんな名前が多いのかを知ったうえで、自分たちの立ち位置を決めるためです。

ランキング上位の名前を選べば「時代に合っている」安心感がある一方で、同級生と被る確率は高くなります。かといって、あまりに独自性を追求すると読めない名前になってしまう。いわゆる「キラキラネーム」の問題です。

この「被りすぎず、外れすぎず」の絶妙なバランスを見つけるのが、トレンドという軸を使いこなすコツです。第5章で、ランキングデータの具体的な読み方と、バランスの取り方を紹介します。

ちなみに、2025年5月には戸籍法が改正され、戸籍に読み仮名が記載されるようになりました9。この改正の詳しい内容は第2章で触れますが、極端な当て字には一定の歯止めがかかっています。名付けを取り巻く環境は、まさに今変わりつつあるのです。



0.2.5 軸5: 国際性 – 世界に出ても困らない名前

5つ目の軸は、海外でも通じるかどうかです。

この軸を重視する人の割合は現時点では約15%と多くはありません10。でも、グローバル化が進む中で、この数字は年々増えている印象があります。たとえ海外に住む予定がなくても、職場に外国人がいたり、海外の取引先とやり取りしたりする機会は増えています。名前が発音しやすいだけで、コミュニケーションのちょっとしたハードルが下がることはあるでしょう。

海外でも通じやすい名前には、いくつかの特徴があります。


	母音がはっきりしていて発音しやすい: 「レオ」「エマ」「ハル」など

	短くてシンプル: 2〜3音節が理想的

	海外にも似た名前が存在する: 「ケン（Ken）」「サラ（Sarah）」「ミア（Mia）」など

	漢字を当てたときに日本語としても意味が通る: 「レオ」なら「怜央」、「エマ」なら「恵麻」



一方で、日本語特有の音には英語話者が苦手とするものもあります。「つ（tsu）」「りゃ・りゅ・りょ」は英語にない音ですし、「しょう」「こう」のような長音は聞き分けが難しいと言われています。

もちろん、国際性をどの程度重視するかは家庭によってまったく異なります。「日本語として美しい名前が第一」という考え方も、「将来の選択肢を広げておきたい」という考え方も、どちらも立派な判断です。大切なのは、この視点が存在することを知っておき、自分たちの方針を意識的に選ぶことだと僕は思います。詳しくは第6章で取り上げます。



0.2.6 5つの軸、あなたはどう並べる?

ここまで5つの軸を駆け足で見てきました。整理すると、次のようになります。




	軸
	ひと言で言うと
	調査で重視する人の割合（目安）





	響き・音
	呼んだときの心地よさ
	約62%



	画数
	姓名判断の運勢
	約45%



	漢字の意味
	文字に込める願い
	約40%



	トレンド
	時代感と被り具合の調整
	約30%



	国際性
	海外でも通じるか
	約15%





数字を見ると「響きが一番大事なのか」と思うかもしれません。でも、これはあくまで世の中の平均的な傾向です。あなたたち夫婦にとっての優先順位は、あなたたちにしか決められません。

たとえば「うちは両親が画数をとても気にするから、画数は外せない」という家庭もあるでしょう。「海外転勤の可能性があるから国際性を優先したい」というケースもあるはずです。逆に「画数は気にしない。呼びやすさと漢字の意味だけで決めたい」という方針だって、もちろんありです。

大事なのは、5つの軸を知ったうえで、自分たちの優先順位を意識的に決めることです。なんとなく情報を集めてなんとなく決めるのと、「僕たちはこの順番で大事にしよう」と決めてから候補を出すのとでは、納得感がまったく違います。



0.2.7 やってみよう: 優先順位ワーク

用意するもの: 紙とペン（またはスマホのメモアプリ）

手順:


	以下の5つの軸を、あなたが重視する順に1位から5位まで並べてください。迷ったら直感で構いません。


	画数（姓名判断の運勢）

	響き・音（呼んだときの印象）

	漢字の意味（文字に込める願い）

	トレンド（時代感と被り具合）

	国際性（海外でも通じるか）




	並べ終わったら、1位と2位だけ理由をひと言書き添えてください。「なぜこれが一番大事だと思ったのか」を言葉にしておくと、後から候補を比較するときの判断基準になります。


	できれば、パートナーにも同じワークを別々にやってもらってください。




ポイント: このワークの本当の価値は、夫婦それぞれの結果を見せ合うときにあります。同じ順位になることもあれば、まったく違う結果になることもあるでしょう。違っていたら、それは意見の対立ではなく、お互いの価値観を知るきっかけです。「へえ、あなたはそこを大事にしているんだね」という会話が生まれたら、このワークは成功です。

もし順位が合わない軸があったら、無理に統一しなくて大丈夫です。この先の章を読み進めるうちに考えが変わることもありますし、候補を具体的に出していく過程で自然と折り合いがつくこともあります。まずは今の時点での気持ちを、正直に書き出してみてください。



この章のポイント


	名付けには大きく5つの判断軸がある。画数、響き、漢字の意味、トレンド、国際性

	調査では「響き」を最も重視する親が多いが、あなたたち夫婦にとっての正解はあなたたちが決めるもの

	5つの軸をすべて完璧に満たす名前を探す必要はない。何を優先するかを先に決めておくと、候補の取捨選択が格段に楽になる

	まずは夫婦それぞれが優先順位を書き出し、見せ合うことから始めてみてほしい



次の章では、5つの軸のうち「漢字の意味」にフォーカスし、名前に使える漢字が実は約3,000字しかないという意外な事実から話を始めます。









0.3 第2章 漢字の世界 — 意外と狭い選択肢

妻と二人で「どんな漢字がいいかな」とスマホを広げたときのことだ。僕はなんとなく「棗（なつめ）」という字が頭に浮かんでいた。自然のイメージがあって、響きも柔らかくて、いい名前になりそうだと思ったのだ。ところが調べてみると、「棗」は名前に使えない漢字だった。

えっ、漢字なのに使えないの？

最初はちょっと意味がわからなかった。パソコンでもスマホでも普通に変換できるし、書店の棚にも「棗」を使った小説のタイトルが並んでいる。それなのに、自分の子供の名前には書けない。日本には「名前に使っていい漢字」と「使ってはいけない漢字」があるらしい。僕はこのとき初めて、漢字の世界が思ったよりずっと狭いことを知った。

この章では、名前に使える漢字のルールと、その中でどう選んでいくかを整理してみたい。


0.3.1 約3,000字という枠

日本で子供の名前に使える文字は、法律で決まっている。根拠となるのは戸籍法第50条で、「子の名には、常用平易な文字を用いなければならない」と書かれている11。具体的に何が「常用平易な文字」にあたるのかは、法務省令（戸籍法施行規則第60条）で3種類に限定されている。


	常用漢字: 2,136字。新聞や公用文書に使われる漢字の基準

	人名用漢字: 863字体。常用漢字には入っていないが、名前に限って使うことが認められた漢字

	ひらがな・カタカナ: すべて使用可能



漢字だけに絞ると、合計で約2,999字体。これが名前に使える漢字の全てだ。

この数字だけだと「3,000字もあれば十分じゃない？」と思うかもしれない。でも、パソコンやスマホで普通に変換できる漢字（JIS第一・第二水準漢字）は約6,355字ある12。つまり、画面に表示できる漢字のうち、半分以上は名前に使えないということになる。

たとえば、こんな漢字が名前に使えない。




	漢字
	読み
	意味やイメージ





	棗
	なつめ
	秋の果実。素朴で温かい印象



	檸・檬
	レモン
	梶井基次郎の小説で有名



	薔・薇
	バラ
	花の代名詞のひとつ



	苔
	こけ
	日本庭園。侘び寂びの世界



	珪
	けい
	響きが良く名前に使えそうだが未指定



	玻
	は
	宝石のイメージ。やはり未指定





「なつめ」と名付けたければ、ひらがなで書くことになる。漢字の「棗」は使えない。梶井基次郎の『檸檬』は名作だけれど、「檸」も「檬」も名前には使えない。日常的に見かける漢字、意味も響きも美しい漢字なのに、名前の世界では「立入禁止」になっている。

僕はこれを知ったとき、ちょっとした衝撃を受けた。自由に選べると思っていた漢字に、こんなにはっきりした境界線があるとは。



0.3.2 誰が「使える漢字」を決めているのか

この制限は、戦後の国語改革にさかのぼる。1946年に「当用漢字表」（1,850字）が定められ、名前もこの範囲に制限された。ただ、名前に使いたい漢字が1,850字だけでは足りないという声がすぐに上がり、1951年に「人名用漢字別表」として92字が追加された13。これが人名用漢字の始まりだ。

以来、社会の要望にあわせて少しずつ漢字が追加されてきた。特に大きかったのは2004年の一括追加で、488字が一気に加わった。これは単に「もっと使いたい」という声があったからだけではない。それまで、名前に使いたい漢字が認められず、家庭裁判所に不服を申し立てる親が相次いでいたのだ14。

興味深いのは、最近追加された漢字のエピソードだ。2015年に追加された「巫」と2017年に追加された「渾」は、どちらも親が出生届を役所に出したところ不受理になり、裁判所に訴えた結果、追加が認められたものだった15。一人の親の行動が、全国の名付けのルールを変えたということになる。

ちなみに、2017年の「渾」が最後の追加で、それ以降は新たな漢字は増えていない。約3,000字という枠は、当面このまま続くようだ。



0.3.3 もうひとつの新ルール — 読み方の制限

漢字の「種類」だけでなく、「読み方」にも制限が加わったことを知っておきたい。2025年5月に改正戸籍法が施行され、戸籍に氏名のフリガナが記載されるようになった16。あわせて、名前の読み方について「一般に認められているものでなければならない」というルールが新たに設けられた。

たとえば、「高」を「ひくし」と読ませたり、「太郎」を「ジョージ」と読ませるのは認められない。一方で、「飛鳥」を「アスカ」、「五月」を「サツキ」のように、意味のつながりがある熟字訓や名乗り読みは引き続き認められている。

この改正は「読み方の自由が制限される」と心配する声もあったけれど、実際のところ、常識的な範囲の名乗り読みは問題なく認められる設計になっている。過度に不安になる必要はないと思う。



0.3.4 人気の漢字には理由がある

使える漢字が約3,000字あるとはいえ、実際に名前によく使われる漢字はもっと少ない。ベビーカレンダーやたまひよのランキングを見ると、上位にはおなじみの顔ぶれが並んでいる17。

男の子に人気の漢字トップ10（2025年）




	順位
	漢字
	主な読み
	画数
	イメージ





	1
	翔
	しょう・と
	12画
	飛翔・自由



	2
	陽
	よう・はる
	12画
	太陽・温かさ



	3
	斗
	と
	4画
	止め字の定番



	4
	大
	だい・ひろ
	3画
	スケール・力強さ



	5
	真
	しん・ま
	10画
	誠実さ



	6
	晴
	はる・せい
	12画
	晴天・前向きさ



	7
	太
	た・たい
	4画
	伝統的な止め字



	8
	蒼
	そう・あお
	13画
	青空・大海



	9
	颯
	そう・はやて
	14画
	風・爽やかさ



	10
	悠
	ゆう・はる
	11画
	おおらかさ





女の子に人気の漢字トップ10（2025年）




	順位
	漢字
	主な読み
	画数
	イメージ





	1
	愛
	あい・まな
	13画
	愛情



	2
	結
	ゆい・むすぶ
	12画
	つながり



	3
	花
	はな・か
	7画
	華やかさ



	4
	菜
	な
	11画
	春・菜の花



	5
	心
	こころ・こ
	4画
	真心



	6
	乃
	の
	2画
	古風な品格



	7
	莉
	り
	10画
	ジャスミン



	8
	陽
	よう・はる
	12画
	太陽（男女共通で人気）



	9
	奈
	な
	8画
	上品さ



	10
	咲
	さき・えみ
	9画
	花が咲く





眺めていて気づくのは、自然に関する漢字が圧倒的に多いということだ。男の子なら空や風（翔・蒼・颯）、女の子なら花や植物（花・菜・莉・葵・柚）。太陽を意味する「陽」は男女どちらにも使われていて、まさに万能選手のような漢字だと思う。

もうひとつ面白いのは、意味と響きの美しさが画数よりも優先されている傾向があること。「颯」は14画、「蒼」は13画と決して少なくないけれど、それでも上位に入っている。逆に、画数が少なくシンプルな「一」（1画）や「大」（3画）も根強い人気がある。画数の多い少ないよりも、漢字の持つイメージの方が重視されているようだ。



0.3.5 「はると」が50通り — 名乗り読みという奥深い世界

漢字選びをさらに面白く（そして複雑に）しているのが、名乗り読みの存在だ。名乗り読みとは、人名に限って慣習的に使われてきた特殊な読み方のこと。音読みでも訓読みでもない、名前専用の読み方が日本語には存在する18。

たとえば「翔」という漢字。辞書的な読みは「しょう」（音読み）と「かける」（訓読み）の2つだけど、名前では「と」「つばさ」「か」「が」など、約10種類の読み方がある。特に「と」の読みは、「陽翔（はると）」「大翔（ひろと）」「悠翔（ゆうと）」のように止め字として使うパターンが非常に多い。

名乗り読みの豊かさを象徴するのが、男の子に人気の読み「はると」だ。この読み方に対して、50種類以上の漢字の組み合わせが存在する19。




	表記
	漢字の読み





	陽翔
	陽（はる）+ 翔（と）



	大翔
	大（はる）+ 翔（と）



	晴翔
	晴（はる）+ 翔（と）



	悠翔
	悠（はる）+ 翔（と）



	陽斗
	陽（はる）+ 斗（と）



	悠人
	悠（はる）+ 人（と）



	晴大
	晴（はる）+ 大（と）





同じ「はると」でも、使う漢字によって見た目の印象も、画数も、漢字に込められた意味も全く違う。「陽翔」は太陽が飛び立つような明るさがあるし、「悠人」はおおらかな人柄を感じさせる。読みが同じでも、漢字の選び方で名前の個性が変わるのだ。

ただし、名乗り読みには「辞書に載っている読み方」と「初対面の人が読める読み方」は別だという注意点がある。「翔」を「と」と読むのは今やかなり広く認知されているから問題ないだろう。でも、「祐」を「むら」と読ませるような、辞書にはあるけれど一般的ではない名乗り読みだと、本人が毎回説明する負担が生じる。

個人的には、「一般の大人の8割くらいが読める」を基準にすると、子供が将来ストレスなく名前を使えるのではないかと思う。



0.3.6 やってみよう: 漢字イメージマップ・ワーク

ここまで読んで、「じゃあ実際にどう漢字を選べばいいの？」と思ったかもしれない。そこで、漢字選びの出発点として使えるワークを紹介したい。

用意するもの: 紙とペン（またはスマホのメモアプリ）

ステップ1: 願いを言葉にする

子供にどんな人になってほしいか、思いつく言葉を5つ以上書き出す。たとえば「優しい」「芯が強い」「自然体」「明るい」「自分の道を歩む」など。正解も不正解もないので、思いつくままに。

ステップ2: カテゴリから漢字を探す

以下の表を参考に、ステップ1の言葉に近いカテゴリから気になる漢字をピックアップする。




	カテゴリ
	代表的な漢字
	込められる願い





	自然・天空
	陽・碧・蒼・空・海・凪・月
	雄大さ・穏やかさ



	植物・花
	花・菜・莉・葵・桜・蓮・樹・柚
	美しさ・生命力



	強さ・大きさ
	大・翔・颯・龍・剛
	たくましさ・行動力



	知性・品格
	智・聡・仁・礼・誠・律・哲
	賢さ・誠実さ



	美しさ・輝き
	美・彩・煌・輝・瑠・華
	華やかさ・存在感



	愛情・心
	愛・心・結・優・温・和
	優しさ・つながり



	伝統・和
	紬・琴・雅・乃・奏・朔
	日本の美意識



	色彩
	碧・翠・蒼・朱・茜・彩
	個性・鮮やかさ





ステップ3: 苗字との相性を確認する

気になる漢字が見つかったら、自分の苗字と並べて紙に書いてみる。チェックポイントは3つだ。


	文字数のバランス: 苗字が3文字なら名前は1〜2文字、苗字が1文字なら名前は2〜3文字がバランスを取りやすい

	画数の重さ: 苗字の画数が多い場合、名前は軽めの漢字にすると全体が重くなりすぎない

	部首の重複: 苗字と名前に同じ部首（さんずい、きへん等）が重なっていないか



ポイント: このワークは夫婦それぞれ別々にやってから、結果を見せ合うのがおすすめだ。「あ、同じ漢字を選んでた」という発見があるかもしれないし、全く違う方向を見ていたなら、それはそれで話し合いの良い出発点になる。



この章のポイント


	名前に使える漢字は約2,999字体。パソコンで変換できる漢字の半分以下しか使えない

	使える漢字の範囲は戸籍法で決まっており、裁判を経て1字ずつ追加されてきた歴史がある

	2025年の改正戸籍法で読み方にも一定の制限が加わったが、常識的な名乗り読みは問題ない

	人気の漢字には「自然」「植物」など意味のカテゴリに偏りがあり、画数よりも意味と響きが重視されている

	名乗り読みのおかげで同じ読みでも漢字の組み合わせは多彩だが、「初対面の人が読めるか」を基準にすると実用的



次の第3章では、名付けで避けて通れないテーマ — 画数と姓名判断の話に踏み込んでいく。流派によって結果が変わるというちょっと困った事実と、その向き合い方について考えてみたい。







0.4 第3章 画数の真実 — 流派で変わる運勢

妻に「画数って気にする?」と聞いたら、間髪入れずに「え、当然でしょ?」と返ってきた。正直、僕はそれまで姓名判断のことをほとんど考えたことがなかった。でも「まあ、そうだよね」と答えて、その夜にスマホで姓名判断のサイトを開いてみた。

試しに、ある候補の名前を入力してみる。結果は「大吉」。いいじゃないか。気を良くして、念のため別のサイトでも同じ名前を入力してみた。すると今度は「凶」と出た。

大吉と凶。同じ名前なのに、正反対の結果だ。

最初はサイトの不具合かと思った。でも調べてみると、これはバグではなく「仕様」だった。姓名判断にはおよそ300以上の流派があり、流派ごとに画数の数え方も、吉凶の基準も異なる20。つまり、すべての流派で「大吉」になる名前は、原理的にほぼ存在しない。

この事実を知ったとき、僕は少し肩の力が抜けた。そして同時に「じゃあ、画数とはどう付き合えばいいんだろう?」と考えるようになった。この章では、姓名判断の基本的な仕組みから流派による違い、科学的な検証の現状まで、僕が調べたことを整理してお伝えしたい。


0.4.1 五格の仕組み — 画数はこうやって計算される

第1章で名前だけ紹介した「五格」を、ここで詳しく見ていこう。姓と名の画数を組み合わせて5つの数値を算出し、そこから運勢を読み解く仕組みだ。言葉だけだとわかりにくいので、「山田太郎」を例に見てみよう。




	漢字
	位置
	画数





	山
	姓の1文字目
	3画



	田
	姓の2文字目
	5画



	太
	名の1文字目
	4画



	郎
	名の2文字目
	9画





この画数をもとに、次の5つの「格」を計算する。










	格
	計算方法
	山田太郎の場合
	見るポイント





	天格
	姓の合計
	3+5 = 8
	家系や家風。本人の運勢には直接影響しないとされる



	人格
	姓の最後+名の最初
	5+4 = 9
	一生の運勢の中心。性格や人間性に関わる



	地格
	名の合計
	4+9 = 13
	幼少期から青年期の運勢。体質や愛情運



	外格
	総格-人格
	21-9 = 12
	対人関係や社会生活。周囲からの評価



	総格
	すべての合計
	3+5+4+9 = 21
	人生全体の総合運。特に後半生に影響するとされる





この5つの数字がそれぞれ「吉数」か「凶数」かによって運勢を判断する、というのが基本の仕組みだ。たとえば、多くの流派で15画は「大吉」（人徳を示す）とされ、20画は「凶」（空虚を示す）とされている。

ただし、ここで注意してほしいのは、何画が吉で何画が凶かすら、流派によって異なるということだ。9画は多くの流派で「凶」とされるが、「大吉」と判定する流派もある。19画も「大凶」とする流派がある一方、「芸術的才能を示す」とポジティブに解釈する流派もある21。

ちなみに、姓が一文字（たとえば「林」）や名が一文字（たとえば「翼」）の場合は、流派によっては「霊数」として仮に1を加算して計算することがある。この霊数の扱いも、流派間で統一されていない。



0.4.2 旧字体と新字体 — 同じ漢字で画数が変わる

姓名判断で最も混乱を招く問題が、旧字体と新字体のどちらで画数を数えるかだ。

たとえば「さんずい（氵）」。普通に数えれば3画だが、旧字体では元の字「水」に基づいて4画と数える流派がある。「こざとへん（阝）」にいたっては、新字体では2画だが、旧字体の元の字「阜」では8画になる。その差は実に6画だ。

日常でよく見る漢字でも、新字体と旧字体でこれほど画数が変わる。




	部首
	新字体での画数
	旧字体での画数





	さんずい（氵）
	3画
	4画



	くさかんむり（艹）
	3画
	4画 or 6画



	しんにょう（辶）
	3画
	4画 or 7画



	てへん（扌）
	3画
	4画



	りっしんべん（忄）
	3画
	4画



	こざとへん（阝）
	2画
	8画



	しめすへん（礻）
	4画
	5画





これが名字に影響するとどうなるか。「渡辺」さんの場合で見てみよう。新字体では「渡」12画+「辺」5画 = 天格17画。ところが旧字体（熊崎式）では「渡」13画+「邊」19画 = 天格32画。同じ名字なのに天格が15画も違う22。当然、そこから計算される五格すべてが変わり、吉凶判断もまったく別物になる。

冒頭で書いた「大吉と凶が入れ替わる」現象の正体は、主にこの旧字体・新字体の違いだった。



0.4.3 主な流派を知っておく

姓名判断にはおよそ300以上の流派があるとされるが、よく名前が挙がるのは主に4つだ。




	
	熊崎式
	桑野式
	吉元式
	安斎流





	字体
	旧字体
	新字体
	旧字体
	旧字体



	鑑定項目
	五格
	五格+四運
	五格+同格同数
	五格



	普及度
	最も広い
	二番目
	少数
	TV経由で知名度あり





熊崎式は、日本の姓名判断の事実上のスタンダードだ。熊崎健翁（くまさき けんおう）が1929年に著書『姓名の神秘』を出版し、大きな反響を呼んだことで全国に広まった23。清朝時代に編纂された漢字辞典『康熙字典』に基づく旧字体で画数を数えるのが最大の特徴だ。多くの無料サイトのベースになっている。

桑野式は、1967年に桑野燿齊が創始した流派で、新字体（今使っている漢字のまま）で画数を数える。「普段書いている字で判断するほうが合理的」という考え方だ。五格に加えて「家庭運」「社会運」などの独自指標を追加しており、鑑定項目が多い分、判定はより複雑になる24。

吉元式は旧字体ベースだが、カバラ数秘術を組み合わせた独自の理論体系を持つ。安斎流は約3万人の個人鑑定データに基づく独自の統計を主張しており、風水や九星気学との併用が特徴だ。

ここで大事なのは、どの流派が「正しい」かではなく、流派によって判定基準が根本的に異なるという事実だ。熊崎式で旧字体を使うか、桑野式で新字体を使うかで画数が変わり、画数が変われば五格が変わり、五格が変われば吉凶が変わる。「あのサイトでは大吉だったのに」という現象は、この構造から必然的に起こる。



0.4.4 科学的根拠はあるのか

姓名判断は「統計学に基づいている」と説明されることがある。僕も最初はそう聞いて「なるほど、データに基づいているのか」と思った。しかし、ここでいう「統計」は学術的な統計学とは別物のようだ。

科学的に因果関係を証明するには、厳密なサンプリング、対照実験、有意差の検定、第三者による再現性の確認が必要になる。しかし、姓名の画数と人生の成功・不成功に相関があるとする査読付きの学術論文は、現時点で確認されていない25。鑑定者が言う「統計」は、多くの場合「長年の経験から見てきた傾向」という意味であって、学問としての統計分析とは異なる。

科学の側からは、姓名判断が「当たっている」と感じる仕組みについて、いくつかの心理学的な説明がある。


	バーナム効果: 「あなたは繊細な一面を持っています」のような、誰にでも当てはまる曖昧な記述を「自分だけに当てはまる」と感じてしまう心理効果26

	確証バイアス: 当たった事例は強く記憶に残り、外れた事例は忘れてしまう傾向

	自己成就的予言: 「自分は運が良い」と信じることで実際に積極的な行動が増え、結果的に良い方向に進む可能性



これは「姓名判断は嘘だ」と言いたいわけではない。300以上の流派が存在し、同じ名前で正反対の結果が出ることが日常的に起こるという事実は、客観的な法則としての信頼性に疑問を投げかけるものではある。でも一方で、名前そのものが人生にまったく影響しないかといえば、そうとも言い切れない。名前から受ける印象が対人関係に影響したり、毎日呼ばれる響きが心理的に影響を与えたりする可能性は、姓名判断とは別の文脈で研究者が指摘している。

ただしそれは「画数」の効果ではなく、「名前の印象や響き」の効果であって、姓名判断の根拠とは少し別の話だ。



0.4.5 それでも約80%の親が気にしている

ここまで読んで「じゃあ姓名判断なんて無視していいのか」と思うかもしれない。でも、ちょっと立ち止まってほしい。

あるアンケート調査（2021年、1,721人対象）では、名付けの際に姓名判断を「重視した」が40.3%、「少し気にした」が38.6%という結果が出ている27。合わせると約80%の親が何らかの形で画数を気にしている。完全に無視した親は約2割にとどまる。

別の100人調査（2023年）でも、子供の名前を考えるときに最も意識したことの1位は「画数（姓名判断）」だった28。響きや願いを抑えてトップに来ているのだ。

科学的根拠がないことと、多くの親が気にしていることは、矛盾なく両立する。「根拠はないけれど、なんとなく気になる」「悪いより良いほうがいい」というのは、ごく自然な感情だと僕は思う。

大事なのは、気にすること自体を否定することでも、逆に画数に縛られて本当に好きな名前を諦めることでもない。「気にするけど、振り回されない」。この第三のスタンスが、僕がリサーチを通じてたどり着いた結論だ。



0.4.6 やってみよう: 姓名判断との付き合い方チェックリスト

ここまでの内容を踏まえて、姓名判断との距離感を整理するためのチェックリストを用意した。夫婦それぞれでチェックしてみて、お互いのスタンスを確認してみてほしい。

用意するもの: 紙とペン、またはスマホのメモアプリ

Step 1: 自分のスタンスを確認する

以下の3つから、今の自分に最も近いものを選ぶ。


	A: 画数はしっかり調べたい。できるだけ良い画数にしたい

	B: 大凶だけは避けたいが、それ以外はそこまで気にしない

	C: 画数はまったく気にしない。響きや意味で決めたい



Step 2: 夫婦で見せ合う

ふたりのスタンスが一致していればそのまま進む。異なっていた場合は、次のルールで折り合いをつける。


	AとCの組み合わせ → Bを落としどころにする（「大凶だけ避ける」フィルター）

	AとBの組み合わせ → 使う流派を1つに決めて、その基準だけ見る

	BとCの組み合わせ → Cの人がBに歩み寄る（大凶チェックだけなら数秒で終わる）



Step 3: 使うサイト（流派）を1つだけ決める

複数のサイトを見比べ始めると「あちらでは大吉、こちらでは凶」のループに陥る。精神衛生のためにも、参考にするサイトは1つに絞ることを強くおすすめする。選ぶ際のポイントは以下の通りだ。


	採用している流派が明示されているか

	運営元が明記されているか

	苗字を入力して良運の名前を検索できる機能があると便利



Step 4: 画数の「使い方」を決める


	フィルターとして使う: 候補の名前を画数でチェックし、大凶だけ外す

	参考情報として使う: 画数の結果は見るが、最終判断には含めない

	最終確認として使う: 響きや意味で絞った後、最後に画数を確認する



ポイント: どの使い方を選んでも間違いではない。大切なのは、夫婦で「うちはこうしよう」と合意しておくことだ。後から「やっぱり画数が……」とならないために、この段階で方針を揃えておくと後の候補選びがスムーズになる。



この章のポイント


	姓名判断には300以上の流派があり、旧字体・新字体の違いだけで画数が大きく変わる。すべての流派で「大吉」になる名前は原理的にほぼ存在しない

	姓名判断が「統計学に基づいている」という主張には、学術的な根拠となる査読付き論文は確認されていない。ただし約80%の親が何らかの形で画数を気にしており、気にすること自体は自然なことだ

	「まったく気にしない」でも「画数に縛られる」でもなく、「気にするけど振り回されない」という第三のスタンスが、名付けの自由度と安心感を両立させる

	実践的には、流派（サイト）を1つに絞り、大凶だけ避けるフィルターとして使うのがバランスが良い

	画数はあくまで名付けの「一つの軸」にすぎない。次章では、もう一つの大きな軸である「響き」について掘り下げていく









0.5 第4章 響きの科学 — 音が与える印象

妻に名前の候補をいくつか伝えたときのことだ。あるひとつの名前を口にしたら、妻は少し考えてから「なんかいい響きだね」と言った。僕はうれしかったのだけれど、同時に気になった。その「なんか」って何だろう。なぜ「いい響き」だと感じたのだろう。

別の候補を出したときには「うーん、ちょっと重たい感じがする」と言われた。漢字も意味もまだ伝えていない。ひらがなの「音」だけで、妻はもう印象を持っていた。名前は一生のうちに何万回と「呼ばれる」ものだ。耳に届くのは、音だ。

この章では、「なんとなくいい響き」の正体を探る。音が人にどんな印象を与えるのか、そこには実はかなりの法則性がある。それを知っておくと、名前の候補を見る目—いや、聞く耳が変わるはずだ。


0.5.1 丸い音、尖った音 — ブーバ/キキ効果

名前の響きについて調べていて最初に出会ったのが「ブーバ/キキ効果」という現象だった。心理学者ケーラーが1929年に報告し、2001年にラマチャンドランらが追実験を行って広く知られるようになった29。

実験はシンプルだ。被験者に「丸い図形」と「ギザギザの図形」を見せ、「ブーバ」と「キキ」のどちらの名前がふさわしいか尋ねる。すると約95~98%が「丸い図形はブーバ、ギザギザはキキ」と答える。驚くのは、この結果が母語にほとんど関係なく再現されることだ。2021年のRoyal Society論文で、文化や文字体系を超えた頑健性が確認されている30。

なぜそうなるのか。「ブーバ」と発音するとき唇は丸く、口はゆったり開く。「キキ」と発音するとき舌は緊張し、口は鋭くなる。2025年の音響学の研究では、音響特性だけでなく「口の調音運動そのもの」が音象徴の鍵であると示されている31。

名前に置き換えよう。「ま」「な」「は」のように口をやわらかく使う音は丸くて優しい印象を生み、「き」「た」「か」のように口を緊張させる音はシャープで力強い印象を生む。「なんかやわらかい」「なんか力強い」と感じるのは、気のせいではなかった。



0.5.2 母音が決める名前のトーン

日本語の名前は必ず母音で終わる。だから母音の性質を知ることは、名前の印象を理解する近道になる。

言語学者サピアの1929年の実験では、最大96%の被験者が /a/ を「大きい」、/i/ を「小さい」と判断した32。母音には大きさや温度の印象が体系的に対応しているのだ。




	母音
	印象のキーワード





	あ(a)
	開放的、明るい、のびやか



	い(i)
	シャープ、知的、鋭い



	う(u)
	落ち着き、忍耐、内に秘めた力



	え(e)
	理知的、分析的、洗練



	お(o)
	安定、包容力、重厚





黒川伊保子氏は、発音時の身体感覚（「発音体感」）が脳に作用するという独自の研究体系で、各母音の人物イメージを詳しく分類している33。学術的な音象徴研究とは別のアプローチだが、母音の印象を考えるうえで参考になる。

名前の最後の母音は、全体のトーンを決める「余韻」だ。「はると」は /o/ で安定感、「ゆうき」は /i/ でシャープ、「さくら」は /a/ で開放的。候補名の最後の一文字に注目してみると、印象の違いが見えてくる。



0.5.3 子音が添える「色」と先頭音の力

母音がベースカラーなら、子音はそこに重ねる色だ。子音は大きく「阻害音」（カ・サ・タ・ハ行など、口内の気圧が上がる音）と「共鳴音」（ナ・マ・ヤ・ラ行など、やわらかく響く音）に分かれる34。行ごとの印象をまとめるとこうなる。


	カ行 — エネルギッシュ、はっきり

	サ行 — 爽やか、涼しげ、知的

	タ行 — 芯が強い、しっかりしている

	ナ行 — 親密、安心感

	ハ行 — 軽快、ふんわり、温かい

	マ行 — 丸い、温かい、包容力

	ヤ行 — 柔和、穏やか

	ラ行 — しなやか、流れるような知性



大事なのは、これが「その音の名前の人がそういう性格になる」という話ではないことだ。あくまで音が聞き手に与える印象には一定の法則がある、ということに過ぎない。

そして名前のなかで最も印象が強いのは先頭の音だ35。呼びかけの前の沈黙があるからこそ、脳は最初の音を最も深く受け取る。「さくら」と「たくま」は先頭音が違うだけで印象がまるで異なる。名前に込めたい印象があるなら、先頭音から逆引きするのもひとつの手だ。



0.5.4 呼びやすさの正体 — モーラとリズム

響きの「印象」だけでなく、「呼びやすさ」も大切な要素だ。日本語には「モーラ」（拍）という単位がある。「はると」は3モーラ、「れん」は2モーラ、「しょうたろう」は5モーラだ。




	モーラ数
	呼びやすさ
	印象
	例





	2モーラ
	とても呼びやすい
	テンポがよい
	れん、りく、めい



	3モーラ
	最も標準的
	バランスが良い
	はると、さくら



	4モーラ以上
	やや長め
	丁寧、あだ名が必須になりやすい
	ひまわり





あだ名の作りやすさも隠れた重要ポイントだ。日本語のあだ名は「最初の2モーラ + ちゃん/くん」が多い。「はると」なら「はるくん」、「さくら」なら「さっちゃん」。どう呼ばれるか想像してみると、また違った角度から候補を見られる。

もうひとつ、苗字との音のバランスも忘れてはいけない。苗字と名前の先頭音が同じだったり、同じ音が繰り返されたりすると、偏った印象になる。フルネームを声に出して10回読んでみよう。早口でも言いやすいか、遠くから呼ばれても聞き取りやすいか。名前の音は紙の上ではなく、空気のなかで生きるものだから。



0.5.5 時代で変わる「いい響き」

名前の「いい響き」は時代で変わってきた。昭和は重厚で安定的。男児名は「太郎」「一郎」と /o/ で終わり、女児名はほとんどが「〜こ」だった36。平成に入ると音が軽やかになり、男児名に「〜と」語尾が台頭、女児名は「〜こ」がほぼ消えた。令和はさらに短く、「碧（あおい）」「凛（りん）」のような2モーラ名や、男女共通の名前が増えている。

象徴的なのが「ハルト」だ。読み方ランキングで15年連続1位を維持している37。音を分解すると、/h/（軽やかさ）+ /a/（開放感）+ /r/（流動性）+ /u/（落ち着き）+ /t/（芯の強さ）+ /o/（安定感）。第2章で見たように漢字のバリエーションも多く、意味の自由度も高い38。人気の理由が、音からも見えてくる。

時代のトレンドを知ることは、「いま自分が『いい響き』だと感じている感覚が、どういう時代の空気のなかにあるのか」を理解するのに役立つ。



0.5.6 世界の耳に届くとき

子供が将来どこで暮らすかわからない以上、名前の国際的な発音のしやすさを頭の片隅に置いておくのは悪くない。音の観点からひとつだけ触れておくと、日本語名は「子音+母音」構造で比較的発音しやすいが、ら行（特にりゃ・りゅ・りょ）、「つ」、「ふ」は英語話者にとって難しい音だ39。K、M、S、T、Y、N、H で始まる名前は言語間で発音差が少なく通じやすい。

国際的な名前については、第6章で世界の名付け文化とあわせて詳しく取り上げる。他言語で意図しない意味に聞こえてしまうケースや、具体的なチェック方法もそちらで紹介するので、気になる人は楽しみにしていてほしい。



0.5.7 やってみよう: 響きチェックシート

候補名の「響き」を分析してみよう。

用意するもの: 紙とペン（またはスマホのメモアプリ）


	候補名をひらがなで書き、先頭音の行、語尾の母音、モーラ数を確認する

	行別・母音別の特徴を参考に、その名前の印象を3つの言葉で表現する

	苗字をつけてフルネームを10回声に出す。早口でも言いやすいか確認する

	どんなあだ名で呼ばれそうか想像する

	（必要な場合）英語で発音してみて、不自然でないか確認する



ポイント: 夫婦それぞれ別々にやってから、結果を見せ合うと面白いです。同じ名前でも感じ取る印象が違うことがあり、その違い自体がふたりの「名前の好み」を理解し合うきっかけになります。



この章のポイント


	音と印象の結びつき（音象徴）は文化を超えて存在し、「なんとなくいい響き」には科学的な法則がある

	名前の「先頭音」が最も強く印象を左右し、「語尾の母音」が名前全体のトーンを決める

	モーラ数は呼びやすさとあだ名の作りやすさに直結する — 2~3モーラが現代の主流

	「いい響き」の基準は時代によって変わる — 昭和の重厚さから令和の軽やかさへの変遷を知ることで、自分の感覚を客観視できる

	名前の音は「性格を決める」ものではなく「第一印象を左右する」もの — その法則を知っておくだけで、候補選びの解像度が上がる



次の章では、視点を「音」から「トレンド」に移す。名前ランキングの波をどう読み、どう活かすか。キラキラネームを避けつつ時代感のある名前を選ぶための技術を見ていこう。







0.6 第5章 トレンドの波に乗る技術

あなたは、名前ランキングの1位を見たことがあるだろうか。僕は何気なくスマホで「赤ちゃん 名前ランキング」と検索して、表示された1位の名前を見たとき、たしかに「いいな」と思った。響きも漢字も申し分ない。でもすぐにこんな想像が浮かんだ。「入学式の日、先生が出席を取ったら、同じ名前の子が何人も手を挙げる……」。

名前ランキングには不思議な引力がある。上位の名前を見ると、たしかに「いいな」と思う。多くの親御さんが選んでいるだけあって、響きも意味も洗練されている。でも、人気があるということは、それだけ被る可能性もあるのではないか。かといって、ランキングを完全に無視して突飛な名前にすれば、それはそれで別の心配が出てくる。

この章では、名前のトレンドをどう読み解き、どう活かせばいいのかを整理していく。「流行に乗りすぎず、でも時代遅れにもならない」。そのちょうどいいバランスの見つけ方を、実際のデータを見ながら考えてみたい。


0.6.1 まず、ランキングの「地図」を持とう

名前のトレンドを知るために、僕が最初にやったのはランキングサイトの比較だった。調べてみると、日本には代表的な赤ちゃん名前ランキングが3つあることがわかった。










	ランキング
	運営
	調査規模(2025年)
	特徴





	たまひよ
	ベネッセ
	約16.6万人
	最大規模。統計的信頼性が高い



	明治安田生命
	明治安田生命
	約1.4万人
	1989年開始。最も歴史が長い



	赤ちゃん本舗
	アカチャンホンポ
	約6千人
	育児用品店会員の実利用者ベース





ここで大事なのは、3つのランキングで1位が異なることは珍しくないということだ40。たまひよで1位の名前が、明治安田生命では3位だったりする。これは「どれかが間違っている」わけではなく、調べている対象が違うからだ。たまひよは育児サービスの利用者、明治安田生命は保険の加入者、赤ちゃん本舗は育児用品店の会員。母集団が違えば結果も変わる。

だから僕は、1つのランキングだけを見るのではなく、3つを横断的に見て、共通して上位に入っている名前を「本当に広く人気のある名前」と判断するようにした。逆に、1つのランキングだけで急上昇している名前は、母集団の偏りかもしれないと頭に入れておくといい。



0.6.2 2020年から2025年、名前はどう変わったか

ランキングの読み方がわかったところで、ここ6年間のトレンドの移り変わりを見てみよう。明治安田生命のデータをベースに、大きな流れを整理した。

まず目を引くのは、第2章の人気漢字でも触れた自然をイメージする漢字の圧倒的な強さだ。男の子では碧(アオ)、蒼(アオイ)、湊(ミナト)、蓮(レン)。女の子では翠(スイ)、陽葵(ヒマリ)、葵(アオイ)。空や海、植物を連想させる漢字がランキングの上位を占め続けている。

次に、一文字名前の増加。蓮、凪、碧、湊、翠、凛、紬、詩……。TOP10の過半数が一文字名前で占められる年もあった。一文字の名前は見た目に潔さがあり、読み方のバリエーションも比較的少ないため、読みやすさという点でも好まれているようだ。

そしてもう1つ、僕が面白いと思ったのが「レトロネーム」の復活だ。2025年に男の子で2位に急上昇した伊織(イオリ)は、前年36位からの大躍進。女の子では彩葉(イロハ)が58位から8位へ。古風で日本的な風情のある名前が、いま改めて新鮮に映るらしい。紬(ツムギ)もこのカテゴリに入る。日本の伝統的な絹織物の名前が、現代の赤ちゃんの名前として定番化しているのは、考えてみると不思議で面白い。



0.6.3 7つのトレンドを押さえる

6年分のデータを眺めていると、個別の名前の浮き沈みの背後に、もっと大きな「流れ」が見えてくる。僕なりに整理すると、2020年代の名前トレンドは7つのキーワードに集約できた。


	自然回帰 – 碧、蒼、翠、凪、湊、蓮、葵。空や海や植物をイメージする漢字が圧倒的に強い

	一文字化 – TOP10における一文字名前の比率が年々上昇している

	読みやすさ志向 – 過度な当て字は減少傾向。ただし「辞書にない読み方」は依然として一般的(陽葵=ヒマリ、心陽=コハルなど)

	ジェンダーレス化 – 碧、凪、葵、ひなたなど、男女どちらにも使える名前が増加。「男の子らしい名前」「女の子らしい名前」を意識して名付ける割合は、7年前の23.2%から14.9%に減少したという調査結果もある41

	レトロリバイバル – 伊織、彩葉、紬、朔。古風だが新鮮に響く名前の再評価

	グローバル志向 – エマ、レン、サラなど、海外でも通じる響きへの関心

	「翔」の時代 – 大谷翔平選手の活躍もあり、「翔」の字が男の子の使用漢字で5年連続トップ42。陽翔(ハルト)、結翔(ユイト)など「翔」で「と」と読む名前が根強い人気



これらは個別の名前の流行ではなく、名前選びの「空気感」のようなものだ。トレンドに乗りたい場合、特定の名前を真似するより、こうした大きな流れを自分たちの好みと重ね合わせる方がうまくいくと思う。たとえば「自然を感じる名前がいい」と思ったら、ランキング上位の碧や翠そのものではなく、同じ自然テーマで自分たちの好きな漢字を探す、というアプローチだ。



0.6.4 「キラキラネーム」の現在地

トレンドの話をするなら、避けて通れないのがキラキラネームの話題だろう。漢字の読みから大きく逸脱した当て字や、外国語風の響きに無理やり漢字を当てた名前は、2000年代後半から2010年代前半にピークを迎えたと言われている。

現在はどうか。令和に入ってから、極端なキラキラネームは明確に減少傾向にある。さらに、第2章で触れた2025年5月の改正戸籍法により、戸籍に読み仮名が必須となり、漢字と読みの関連性が求められるようになった43。

ただ、ここで注意しておきたいことがある。名付けの専門家からは「改正戸籍法がキラキラネームを規制するという誤解が広がったが、実はキラキラネームは法改正以前から減少傾向にあった」という指摘もある44。つまり、法律が流れを変えたというよりは、社会全体の空気が変わったことの方が大きいのかもしれない。

それに、「キラキラネーム」と「辞書にない読み方の名前」は別物だ。ランキング上位に並ぶ陽葵(ヒマリ)や心陽(コハル)は、辞書で引いても出てこない読み方だけれど、これをキラキラネームと呼ぶ人はほとんどいない。「読めない」と「キラキラ」の境界線は、実はかなり曖昧なものだと僕は感じている。



0.6.5 「被る」って、本当はどのくらい?

さて、冒頭に書いた「ランキング1位の名前は被るのでは」という心配に、ここでデータを使って向き合ってみよう。

明治安田生命のデータによると、1位の名前の占有率は約0.66%だ45。つまり約150人に1人。10位になると約0.4%、250人に1人程度になる。

1学年100人の学校で考えると、1位の名前と同じ漢字・読みの子がいる確率は、統計的にはかなり低い。ランキング1位の名前でも、同じクラスに同名がいることはそれほど多くないというのが数字の示す実態だ。

ただし、ここに1つ大きな落とし穴がある。それが「読み方の被り」だ。

漢字ランキングと読み方ランキングは別物で、漢字が違っても読みが同じなら、日常では同じ名前として扱われる。第4章で音の魅力を分析した「ハルト」を例に取ると、陽翔・陽斗・悠人・遥斗・春翔など、数十通りの漢字バリエーションが存在する46。漢字ランキングでは分散するが、読みで集計すると占有率は2%を超える年もある。これは漢字での被りの3〜4倍だ。

つまり、被りを気にするなら、漢字ランキングより読み方ランキングを見るべきということになる。漢字は世界にひとつの組み合わせでも、呼ばれるときは「ハルトくん」で一緒。この視点は見落としがちだけれど、けっこう大事なポイントだと思う。



0.6.6 「ちょうどいい」ゾーンの見つけ方

ここまでの話を踏まえて、僕なりに「ちょうどいい名前のポジション」について考えてみた。

名前のポジションを、ざっくり3つのゾーンに分けて考えるとわかりやすい。


	ゾーンA(TOP10圏) – 時代の空気を最もよく映した名前。洗練されているが、読み方ベースでの被り確率はやや高い

	ゾーンB(11〜50位圏) – トレンドからは外れていないが、TOP10ほどの集中がない。「ちょうどいい」バランスになりやすい

	ゾーンC(51位以下・圏外) – 個性が出る。ただし珍しすぎると「読めない」リスクも



個人的には、ゾーンBの11〜50位圏が狙い目だと感じた。トレンドに乗っているので時代遅れにならないし、かといってTOP10ほど集中しないので、読みの被りも少ない。3つのランキングすべてで11〜50位に入っている名前は、「安定した中堅人気」と言えるだろう。

ただ、これはあくまで1つの考え方に過ぎない。ランキングの順位よりも、自分たちが本当に気に入った名前であるかどうかの方がずっと大事だ。1位の名前だって、被り確率は統計的にはそこまで高くない。「ランキング1位だから」という理由だけで好きな名前を諦める必要はないし、逆に「ランキングに載っていないから変」ということでもない。



0.6.7 トレンドを活かしつつ個性を出す4つの方法

「トレンドの空気感は取り入れたいけど、まったく同じ名前にはしたくない」。そう思ったとき、僕がリサーチの中で見つけたアプローチが4つある。

1. 人気の「読み」に、異なる漢字を当てる

読みは時代に合っているが、漢字の選び方で個性が出る。たとえば、人気の読み「ハルト」にも、漢字の組み合わせは数十通りある。TOP10に入る組み合わせではなく、100位以下の漢字を選ぶことで、呼び名はなじみやすいまま、漢字に自分たちの想いを込められる。

2. 人気漢字の別の読みを使う

ランキング上位の漢字には、主流の読み以外にも読み方がある。主流の読みとは異なる読みを選ぶことで、漢字のイメージは活かしつつ、響きに個性を持たせることができる。

3. トレンドの「テーマ」を借りて、独自の漢字を選ぶ

いま自然テーマの名前が人気なら、ランキング常連の漢字ではなく、同じ自然テーマで自分たちの好きな漢字を探す。自然にまつわる美しい漢字はたくさんあるので、選択肢は案外広い。

4. 古風な名前に現代的な漢字を組み合わせる

レトロネームのトレンドを活かしつつ、漢字は現代的な字を選ぶ。古風な響きと新しさのハイブリッドは、「どの時代にも浮かない」名前になりやすい。



0.6.8 5年後テスト – その名前、古くならない?

名前は一生ものだから、今の流行だけで決めるのは少し怖い。過去のデータを振り返ると、名前のトレンドサイクルにはある程度のパターンがある。

短命だったトレンド名前に共通する特徴:


	特定の有名人やキャラクターに強く紐づいている

	流行語的な響きがある

	読み方が特殊で、時代の空気でしか理解されない



長く愛される定番名前に共通する特徴:


	自然や普遍的な価値観に根ざしている

	漢字の意味がポジティブで、時代を超えて通用する

	読みやすく、発音しやすい



僕なりの目安として、3年以上連続でTOP20に入っている名前は「定番化」している可能性が高いと見ている。一方、1年で急上昇した名前は要注意だ。来年には圏外に落ちる可能性もある。もちろん、急上昇した名前が翌年以降も定着するケースはあるから、これも絶対的な基準ではない。



0.6.9 やってみよう: トレンドポジショニングチェック

用意するもの: スマホ(またはPC)と、名前の候補リスト

いま手元にある名前の候補が、トレンドのどのゾーンにいるかを確認してみよう。


	3つのランキングを開く – たまひよ、明治安田生命、赤ちゃん本舗の最新ランキングをそれぞれブラウザで開く(「たまひよ 名前ランキング」「明治安田生命 名前ランキング」で検索すればすぐ見つかる)

	候補の名前を漢字で検索する – 各ランキングのTOP100で、候補の名前(漢字)が何位にあるか確認する。3つとも確認して、下の表に書き込む

	候補の「読み方」も検索する – 漢字ランキングだけでなく、読み方ランキングも確認する。漢字では50位でも、読みでは5位ということがある

	ゾーンを判定する – 下の基準で候補がどのゾーンにいるか判断する












	ゾーン
	漢字順位の目安
	読み順位の目安
	特徴





	A(TOP10圏)
	3社中2社以上でTOP10
	TOP5
	時代を映す定番。読みの被り確率はやや高め



	B(中堅圏)
	11〜50位が中心
	6〜30位
	トレンドに乗りつつ個性も出やすい



	C(個性圏)
	51位以下 or 圏外
	31位以下 or 圏外
	個性的。読みやすさは個別に確認






	夫婦で結果を見せ合う – 同じ名前でも、ゾーンの受け止め方は人それぞれ。「ゾーンAだから嫌」とは限らないし、「ゾーンCだから不安」とも限らない。大事なのは、ふたりがその名前のポジションを理解した上で「それでもこの名前がいい」と思えるかどうかだ



ポイント: このチェックは名前を「ふるいにかける」ためではなく、「情報を持った上で判断する」ためのものです。どのゾーンが正解ということはありません。



この章のポイント


	名前ランキングは3社あり、母集団が異なるため結果も異なる。1つだけを見るのではなく、横断的に確認すると実態に近づく

	被りを気にするなら、漢字ランキングより読み方ランキングを見る方が実生活に即している

	2020年代の名前トレンドは「自然回帰」「一文字化」「レトロリバイバル」「ジェンダーレス化」など7つの大きな流れに集約できる

	トレンドを活かしたいなら、特定の名前を真似するより、大きな流れ(テーマ)を自分たちの好みと重ね合わせる方がうまくいく

	ランキングの順位は参考情報。最終的には「自分たちが納得できるか」が一番大事な基準になる



次の章では、視点をぐっと広げて、海外の名付け文化を見ていく。日本では当たり前だと思っていたことが、世界ではまったく違うかもしれない。







0.7 第6章 世界の名付け — 日本の常識は世界の非常識?

名付けについて調べるうちに、あることに気づいた。画数を気にする、名乗り読みが存在する、一文字の名前に潔さを感じる—僕が「名前の常識」だと思っていたことのほとんどは、日本ローカルの文化だったのだ。

きっかけはアメリカ人の知人夫婦との会話だった。「日本では画数を調べて名前を決めるんだよ」と伝えたら、ぽかんとした顔をされた。「画数? 文字の線の数で運勢が変わるの?」。逆に、彼らは「うちの子にはおじいちゃんと同じ名前をミドルネームに入れた」と話してくれた。ミドルネーム。日本の戸籍にはそもそもその概念がない。名前を巡る常識は、国が違えばこうも変わるのかと驚かされた。

この章では、世界のさまざまな名付け文化を覗いてみたい。他の国の文化を知ることで、日本の名付けの特殊な面が見えてくるし、国際化が進む時代に「海外でも通じる名前」を考えるヒントにもなるはずだ。


0.7.1 欧米の名付け — 聖人の名前を受け継ぐ文化

欧米の名付けの根っこには、キリスト教の伝統がある。4世紀ごろから「聖人の名前を子どもに与え、その庇護を得るように」という教えが広まり、洗礼時に聖人の名前を授ける風習が定着した47。Michael（大天使ミカエル）、John（洗礼者ヨハネ）、Mary（聖母マリア）、Elizabeth（聖エリサベト）。こうした名前は何世紀にもわたって使い続けられている。

現代では聖人名をそのまま付ける家庭は減ってきたけれど、その派生形は今も世界中で使われている。例えばJohnという名前一つとっても、Sean（アイルランド）、Ian（スコットランド）、Ivan（ロシア）と、各国の言語に溶け込んで生き続けている。名前が文化をまたいで旅をしてきた歴史を感じる。

ミドルネームという「もう一つの名前」

欧米の名付けで日本人が最も馴染みがないのは、おそらくミドルネームだろう。単なる「真ん中の名前」ではなく、文化的にいくつもの役割を担っている。


	家族名の継承: 祖父母の名前をミドルネームにして世代をつなぐ

	宗教的な意味: カトリック圏では堅信式で選んだ聖人名をミドルネームにする

	母方の姓の保持: 結婚で姓が変わる文化圏で、旧姓をミドルネームとして残す

	文化的アイデンティティ: 国際結婚の家庭で、片方の文化圏の名前を入れる



アメリカではイニシャルだけ使うことも多い。John F. Kennedyの「F」はFitzgeraldで、母方の家族名だ48。イギリスの王室に至っては4つ以上の名前を持つのが普通で、名前が一つの「履歴書」のように機能している。

もう一つ面白いのは、父の名前をそのまま息子に与えるという文化だ。Martin Luther King Jr.のJr.は「ジュニア」、つまり「お父さんと同じ名前の息子」という意味になる。日本では親と全く同じ名前を子どもに付ける慣習はほぼ存在しない。「一字もらい」で親の名前から漢字を受け継ぐことはあっても、完全に同じ名前は避ける傾向が強い。名前に「個」を見るか「家」を見るか、その重心の置き方が違うのかもしれない。



0.7.2 アジアの名付け — 家族と占いが交差する世界

同じアジアでも、名付けの文化は国ごとにまるで違う。いくつかの国を見てみよう。

中国 — 世代字と五行のバランス

中国には世代字（輩字）という独特の慣習がある。宗族（一族）の同世代全員が、名前の中に同じ漢字一字を共有するものだ49。例えば、ある世代は全員「明」の字を使い（明華、明輝、明徳……）、次の世代は全員「文」の字を使う。何十世代分もの世代字が予め決められ、一族の系図（族譜）に記録されていた。見知らぬ同姓の人でも、名前の世代字を見れば同じ一族かどうか、何代目かがわかる仕組みだ。

もう一つ特徴的なのが、五行による命名。子どもの生年月日時から「五行」（金・木・水・火・土）のバランスを見て、不足している要素を漢字で補う。水が足りなければ「海」「涵」、火が足りなければ「炎」「煜」といった字を選ぶ50。日本の姓名判断が画数を数えるのに対して、中国では五行のバランスを整えるという発想なのが興味深い。同じ漢字文化圏でも、名前の「占い」のアプローチがこれほど違うとは思わなかった。

ただし、一人っ子政策や都市化の影響で、最近は世代字を使わない家庭も増えているようだ。「響きの美しさ」「個性」を重視する傾向は、日本と同じ方向に向かっているのかもしれない。

韓国 — 行列字と命名師

韓国にも中国と似た「行列字（ハンリョルチャ）」の伝統がある。父系の同族で、始祖から数えて何代目かによって名前に使う漢字一字が決まる51。五行相生法に基づいて、火偏の字、次の世代は土偏の字、その次は金偏の字……と循環していく。

日本との違いで驚いたのは、韓国では命名師（作名所）に名付けを依頼するのがごく一般的だということだ。日本でも姓名判断師に相談する人はいるが、韓国ほど広く利用されているわけではない。また、韓国の姓は約280種しかなく、金（キム）・李（イ）・朴（パク）の3姓だけで人口の約45%を占める52。日本の姓が約30万種もあることを考えると、名前の組み合わせで個性を出す必要性が韓国ではずっと高いのだと感じた。

タイ — 本名よりニックネームの国

タイの名付け文化で最も面白いのは「チューレン」と呼ばれるニックネーム文化だ。タイ人はほぼ全員が本名とは別のニックネームを持ち、職場でも学校でも日常的にはそちらで呼び合う。本名を知らないまま何年も付き合う同僚がいることすら珍しくないという53。

なぜニックネームを付けるのか。歴史的には「赤ん坊を本名で呼ぶと悪霊に連れていかれる」という信仰があったそうだ。だから、鳥（ノーク）、猫（メーウ）、蟹（プー）など、あえて人間離れした名前を付けて悪霊の目を欺く。最近は英語名（Bank, Film, Ice, Mintなど）やおしゃれな響きのチューレンが人気で、厄除けの意味は薄れているけれど、ニックネーム文化自体はしっかり根付いている。

日本にも愛称文化はあるが、公式な場面では本名を使うのが当然だ。名前の「使い分け」がここまで日常に浸透している国があるというのは新鮮な発見だった。

インド — 占星術師が名前の頭文字を決める

インドでは、ヒンドゥー教の家庭で「ナーマカラナ」という命名儀式が行われる54。生後11~12日目の吉日に、占星術師が子どもの出生時の星図を分析して、名前の頭文字にふさわしい音節を指定する。「Shaで始まる名前がよい」と言われたら、Shanti、Sharmila、Shankarといった候補から選ぶことになる。

日本の姓名判断が「画数」から運勢を読むのに対して、インドでは「星の配置」から名前の音を導く。占いが名付けに関わるという点は共通しているのに、そのアプローチがまるで違うのが面白い。



0.7.3 日本の名付けは世界的に見てどう「特殊」なのか

世界の名付け文化を調べていくと、日本の名付けには世界的に見てかなりユニークな特徴があることが浮かび上がってきた。

画数文化は日本だけのもの

漢字の画数で運勢を判断する「姓名判断」は、日本独自に発展した文化だ55。起源は中国の陰陽五行説にさかのぼるとされるが、画数の具体的な計算方法や五格（天格・人格・地格・外格・総格）の体系は日本で独自に作られたもの。中国にも姓名学はあるが、五行や声調の組み合わせが中心で、画数だけに着目する日本式とは根本的に異なる。

西洋にも名前から運勢を読む「数秘術（Numerology）」があるが、これはアルファベットを数字に変換して計算するもので、「文字の物理的な線の数」を数える日本の姓名判断とは全く別のアプローチだ56。そもそもアルファベットには「画数」という概念自体がない。

僕はこれを知ったとき、画数を気にする自分の感覚がいかにローカルなものかを思い知らされた。もちろん、ローカルだから意味がないということではない。ただ、「画数は名付けの普遍的な基準」ではなく「日本独自の文化的フィルター」なのだという認識は持っておいてよいと思う。第3章で姓名判断との付き合い方を考えたのも、この「ローカルな文化」という前提を踏まえてのことだ。

読みの自由度 — 世界でも稀有な制度

もう一つ、日本の名付けを世界的に特殊にしているのが、漢字の「読み方の自由度」だ。明治4年（1871年）の戸籍法制定以来、戸籍に「読み仮名」の記載欄がなく、法的にはどの漢字にどんな読みを当てても受理された57。「翔」を「かける」「しょう」「と」と読ませるのも自由。この柔軟さが、第2章で見た「名乗り訓」という日本独自の文化を支えてきた一方で、いわゆるキラキラネームの温床にもなった。

アルファベットの言語圏にも綴りと発音の乖離はある（英語のSean = ショーンなど）。しかし、同じ文字に全く異なる読みを自由に割り当てられるという制度は世界的にほぼ例がない。中国語も漢字を使うが、一つの漢字の読み方は基本的に固定されている。

この状況は、第2章でも触れた2025年5月の戸籍法改正で変わりつつある58。読み仮名の戸籍記載が義務化され、漢字と読みの関連性が求められるようになった。ただし、名乗り訓の文化自体を否定するものではない。

日本の名付けの自由度は世界的に見れば「異常値」とも言える。その自由さの中で名前を考えられることは、実は恵まれた環境なのかもしれません。



0.7.4 名前の法律 — 自由な国、厳しい国

名前に対する法律上の規制も、国によって驚くほど違う。いくつかの国を比較してみよう。









	国
	規制の厳しさ
	特徴





	アメリカ
	緩い
	州によるが基本的に自由。数字や記号は不可の州が多い



	ドイツ
	厳しい
	性別が判別できる名前が必要。モノの名前は不可



	デンマーク
	非常に厳しい
	約7,000の承認リストから選択。リスト外は個別審査



	アイスランド
	最も厳しい
	約1,700~1,850の承認リストから選択。アイスランド語の文法に適合が必要



	日本
	漢字は制限、読みは自由（2025年から一部制限）
	人名用漢字+常用漢字の約3,000字。1993年「悪魔」は却下





デンマークでは年間約1,100件の審査申請があり、そのうち15~20%が却下されるという59。アイスランドに至っては、名前がアイスランド語の文法（格変化）に対応できない場合は登録できない。日本語の名前がアイスランドで登録できるかというと、おそらく難しいだろう。

規制の背景にある考え方も国によって異なる。アメリカやイギリスのような「自由主義型」は個人の自由を最大限に尊重する。ドイツやスウェーデンのような「子ども保護型」は、子どもが名前でいじめられないよう政府が守ろうとする。アイスランドやデンマークは自国の言語・文化を守る「文化保存型」だ60。日本はというと、使える文字（漢字）を制限しつつ読み方は自由という「実務型」で、世界的にもかなり独特なポジションにある。

「名前をどこまで自由にするか」という問いに、唯一の正解はない。ただ、世界にはこれだけ多様なアプローチがあるという事実は、自分たちの名付けを相対化する良い視点になるのではないでしょうか。



0.7.5 国際的に通じる名前を考えるなら

ここまで世界の名付け文化を見てきたが、最後に実用的な話をしよう。グローバル化が進む時代、将来海外で暮らす可能性を考えて「国際的に通じる名前」を意識する人も増えている。

英語圏で通じやすい日本語名にはいくつかの傾向がある。


	2~3音節の短い名前: 短いほど覚えやすく、呼ばれやすい

	K, M, S, T, Y で始まる: これらの子音は多くの言語で発音に差が少ない

	母音で終わる: 日本語の特徴であり、イタリア語やスペイン語圏でも自然に聞こえる



例えば、Ken（健）は英語圏でもポピュラーな男性名だし、Hana（花）はHannahと同じ響きで違和感がない。Kai（海）はハワイ語で「海」を意味し、欧米でも近年人気のある名前だ。Naomi（直美）やMari（真理）のように、もともと英語圏にも存在する名前と同じ響きの日本語名もある61。

一方で、注意が必要なパターンもある。




	日本語名
	英語での聞こえ方
	意味





	だい（Dai）
	Die
	死ぬ



	さいこ（Saiko）
	Psycho
	精神異常者



	レイジ（Reiji）
	Lazy
	怠け者



	ゆりあ（Yuria）
	Urea
	尿素





英語以外でも、「ももこ」がスペイン語圏で「私の鼻くそ」に聞こえるという話もある62。もちろん、これらの名前が悪い名前だということではない。ただ、海外生活を視野に入れるなら、事前に確認しておくと安心だ。

また、第4章でも触れたように、「つ（tsu）」や「りゃ（rya）」「りゅ（ryu）」は英語話者にとって発音が難しい音だ。フランス語ではH音が無音になるため、「ヒロ（Hiro）」が「イロ」と呼ばれることもある。こうした発音の壁がある場合は、海外で使うニックネームを別途用意するという対処法もある。



0.7.6 やってみよう: 国際互換性チェック

候補の名前が海外で問題なく使えるかを確認するための簡易チェックリストだ。すべてクリアする必要はないが、気になる項目があれば事前に調べておくと安心だ。

用意するもの: 名前の候補リスト、スマートフォン（発音の確認用）


	発音テスト: 候補の名前をローマ字で書き出し、英語話者に読んでもらったらどう発音されるかを想像する。Google翻訳などの音声機能で英語読みを確認するのも手だ

	意味チェック: 候補の名前のローマ字表記を、英語の辞書サイト（Wiktionaryなど）で検索する。意図しない意味がないかを確認

	多言語チェック: 家族に外国語を話す人がいたり、将来住む可能性のある国が具体的にあれば、その言語での意味も調べる

	発音の壁チェック: 「つ」「りゃ」「りゅ」「りょ」が含まれる場合、海外で呼ばれるときにどう変わるかを想定する

	ニックネームの検討: フルネームが発音しにくい場合、海外で使える短い愛称を考えておく



ポイント: このチェックは「海外で完璧に通じる名前」を目指すものではない。日本語として美しく、意味のある名前が最優先。その上で、もし気になる点があれば対策を考えておこう、というスタンスで十分だ。



この章のポイント


	名前の「占い」は世界共通の営みだが、アプローチは文化によって全く異なる。日本は画数、中国は五行、インドは占星術、韓国は行列字と命名師

	漢字の画数で運勢を判断する「姓名判断」は日本独自の文化であり、世界標準ではない

	漢字の読み方がほぼ自由だった日本の制度は、世界的に見て極めて稀有。2025年の法改正で一定の基準が設けられた

	国際的に通じる名前を考える際は、発音のしやすさと他言語での意味をチェックしておくと安心

	名前に対する法規制は国によって大きく異なる。「名前をどこまで自由にするか」に唯一の正解はない



次の第7章では、いよいよ「夫婦でどうやって一つの名前に絞るか」という実践的なプロセスに入る。ここまでの章で得た知識を、ふたりの合意形成にどう活かすかを考えていこう。









0.8 第7章 ふたりで決める — 夫婦の名付けワークショップ

僕が気に入っていた名前を妻に伝えたとき、返ってきた言葉は「うーん、ちょっと違うかな」だった。正直、ショックだった。自分なりに響きも意味も画数も調べて、「これだ」と思って持っていったのに、あっさり却下されたのだ。

しばらく黙ってしまった僕に、妻は「別にダメって言ってるわけじゃないよ。ただ、私にはピンとこなかっただけ」と言い添えてくれた。冷静になって考えれば、妻にも妻の「いい名前」のイメージがあるのは当たり前だ。でも、自分の候補を否定されたように感じてしまうのは、名前に自分の想いを込めていたからだと思う。

この章では、そんな「意見が合わない」をどう乗り越えるかを考える。夫婦で一緒に取り組める5ステップのワークショップ形式で進めるので、できれば読みながらふたりで実践してみてほしい。


0.8.1 よくある対立、あるある4パターン

名付けで夫婦がぶつかるポイントは、だいたい4つのパターンに集約される。ベビカムの544人を対象にした調査によれば、約6割の夫婦が「一緒に」名前を決めたと回答している63。裏を返せば、約4割はどちらかが主導しており、そこに食い違いの種がある。海外の調査でも、75%のカップルが名付けで意見が合わなかった経験があると報告されている64。

パターン1: 画数重視 vs 響き重視

ピジョンインフォの調査では、名付けで最も重視した要素として64%が「響き・読みやすさ」を挙げた65。一方で、画数を最優先に考える人も根強く存在する。「画数が悪い名前なんて不安」と感じる側と、「呼びやすさのほうが日常で大事」と考える側。どちらにも理由があるから、この溝は意外と深い。

パターン2: 個性的 vs 無難

「誰にでも読める名前にしたい」という人と、「少しユニークな名前がいい」という人。ある母親は「夫の名前がよく読み間違えられるので、絶対に読みやすい名前にしたかった」と語っている66。名前に対する原体験が違うと、「いい名前」の基準そのものがズレてくる。

パターン3: 義両親の介入

「字画がよくない」「その名前は名前負けする」—義両親からの横やりは、夫婦の問題をさらに複雑にする。ママスタセレクトの記事によると、孫の名前が決まった後も「あの名前がよかった」と言い続ける祖父母もいるそうだ67。これについては後ほど触れる。

パターン4: 兄弟姉妹との統一感

第二子以降の名付けでは、上の子との統一感をどこまで意識するかが争点になることがある。同じ漢字を入れる、音の響きを揃える、自然にまつわる名前で統一する—アプローチはいくつかあるが、第一子で凝ったルールを設定すると、第二子以降の選択肢が極端に狭まるリスクもある68。

ここまで読んで、「あ、うちもこれだ」と思ったパターンがあっただろうか。大事なのは、どちらかが「正しい」わけではない ということだ。意見が違うのは、それぞれが子供のことを真剣に考えている証拠でもある。



0.8.2 5ステップ・ワークショップ

ここから、僕たち夫婦が実際に試して効果を感じた5つのステップを紹介する。第1章から第6章までで身につけた知識を土台に、意思決定の研究や先輩パパ・ママの体験談をもとに組み立てた手順だ。


0.8.2.1 ステップ1: それぞれ独立にリストアップする

まず、夫婦がそれぞれ別々に、気になる名前を10個から20個書き出す。この段階では画数や読みやすさを気にしなくていい。純粋に「いいな」と思った名前を自由に挙げる。

ポイントは、相手に見せる前に書く こと。隣で相手のリストを覗きながら書くと、無意識に合わせてしまう。ひとりの時間に、スマホのメモでも紙でもいいので、素直な好みを出し切る。名前だけでなく、「なぜその名前が気になったか」を一言メモしておくと、あとで共有するときに伝わりやすい。期限を決めて（たとえば1週間以内に）リストを完成させよう。



0.8.2.2 ステップ2: リストを交換して第一印象でふるいにかける

リストが揃ったら、交換する。そして、相手の候補それぞれに対して直感で3段階の反応をつける。


	◎ = 気に入った

	○ = 悪くない

	x = 受け入れられない



「x」がついた候補は、理由を聞いたうえで外す。 ここが大切なルールだ。どちらか一方でも「受け入れられない」と感じた名前は、無理に残さない。残った◎と○の候補だけが次のステップに進む。

このとき、相手に「x」をつけられてもカッとならないでほしい。ステップ1で書いた「なぜこの名前が好きか」のメモがあれば、「この名前のこういうところが好きだったんだけど」と伝えられる。それでも「x」なら、潔く手放す。候補はまだたくさんある。



0.8.2.3 ステップ3: 残った候補を5つの軸で点数化する

ここからは少し構造的に進める。残った候補を、次の5つの軸で評価する。夫婦がそれぞれ独立に、各候補を1点から5点で採点する。


	響き・呼びやすさ: フルネームで声に出したときの印象

	画数・姓名判断: 採用する流派での判定結果

	漢字の意味・由来: 子供に込めたい願いとの一致度

	読みやすさ・書きやすさ: 初見で読めるか、書き順が複雑すぎないか

	被り度・時代感: ランキング上位すぎないか、古すぎないか



ここで面白いのは、点数そのものよりも、夫婦の重みづけの違いが見えてくる ことだ。「響きに5点をつけたけど画数は2点」という人と、「画数に5点、響きは3点」という人。その差こそが、パターン1で見た「画数重視 vs 響き重視」の正体だ。

点数を見比べながら「あなたはそこを大事にしてるんだね」と話せると、単なる候補の勝ち負けではなく、お互いの価値観を理解する対話になる。意思決定論の世界では、これを「加重スコアリング」と呼ぶ。ビジネスの現場でよく使われる手法だが、名付けにも驚くほどフィットする69。



0.8.2.4 ステップ4: スコア上位をフルネームで声に出す

スコア上位の3つから5つの候補について、実際にフルネーム（姓 + 名）で声に出してみる。紙の上では良く見えても、口に出すと「なんか違う」と感じることがある。

いくつかのシチュエーションで試してみてほしい。


	「○○ちゃん、ごはんだよ」—日常の呼びかけ

	「○○、おいで」—公園での呼びかけ

	「○○さん」—将来、職場で呼ばれるとき

	「はじめまして、○○です」—本人が自己紹介するとき



僕たちの場合、紙面上は高得点だった候補がひとつ、声に出してみるとどうも語呂が悪くて、ふたりとも「あれ?」となった。逆に、点数ではそこそこだった候補が、呼んでみたらすごく自然で、急に上位に浮上したこともある。数字では測れない「しっくり感」を確かめるステップだ。



0.8.2.5 ステップ5: お腹の赤ちゃんに語りかける

最後のステップは、少し感覚的な話になる。残った候補の名前で、日替わりでお腹の赤ちゃんに語りかけてみる。「○○、今日はいい天気だよ」「○○、パパだよ」—こうやって数日間過ごしてみると、最もしっくりくる名前が浮かび上がってくることがある。

もし出産前に決めきれなくても、焦る必要はない。ピジョンインフォの調査では、41%の親が出産後に最終決定している70。赤ちゃんの顔を見てから「この子にはこの名前だ」と直感で決まったという声も多い。出生届の提出期限は出生日を含めて14日以内。決して長い猶予ではないが、生まれてから数日間は候補の名前で呼びかけてみて、ふたりの直感が一致する瞬間を待つのもひとつの方法だ。




0.8.3 「完璧な名前」を手放す勇気

5つのステップを紹介したが、ここでひとつ、心理学の知見を共有しておきたい。

心理学者のバリー・シュワルツは「選択のパラドックス」という概念を提唱した71。選択肢が多いほど良い結果が得られるはずなのに、実際にはある数を超えると逆に決められなくなり、決めた後の満足度も下がるという現象だ。名付けサイトには数万の候補がある。「もっといい名前があるかも」と探し続けると、この罠にはまる。

関連して、ハーバート・サイモンが提唱した「サティスファイシング」という考え方がある72。「最善の選択」を追い求めるのではなく、「十分に良い選択」ができたら、そこで探索を止めるという戦略だ。興味深いことに、研究では「最善」を追い求める人よりも、「十分に良い」で満足できる人のほうが、最終的な幸福度が高いことがわかっている。

100点の名前は存在しない。でも、ふたりが90点で「いいね」と言い合えるなら、それは素晴らしい名前だと僕は思う。



0.8.4 義両親との関係 — バッファーになるということ

少し話題を変えて、義両親問題に触れておきたい。先ほどのパターン3で挙げた話だ。

この問題を乗り越えた先輩パパ・ママの共通点は、夫（または妻）が自分の親に対する窓口になる ということだった。つまり、義母が名前に異議を唱えた場合、その対応は実の息子である夫が担う。妻が義母と直接ぶつかると関係がこじれやすいが、息子が「ふたりで話し合って決めたことだから」と伝えれば、角が立ちにくい。

もうひとつのアプローチは、部分的に取り入れる ことだ。たとえば、読みは夫婦で決めて、漢字の選定に祖父母の意見を反映する。完全に排除するのでも、完全に従うのでもなく、一部を取り入れることで「意見を尊重した」という事実を残せる。

いずれにしても、最終決定権は親にある。法的にも、出生届を提出するのは父母だ。周囲の意見は参考にしつつ、最後はふたりで決める。この原則を、夫婦の間であらかじめ確認しておくと心強い。



0.8.5 提案の仕方ひとつで印象が変わる

もうひとつだけ、実践的なコツを共有したい。行動経済学でいう「フレーミング効果」の話だ73。同じ情報でも、伝え方によって受け取り方が大きく変わるという認知バイアスのことを指す。

たとえば、自分の候補を推すとき。「この名前じゃないと画数が悪いよ」と伝えるのと、「この名前、大吉が3つもあるんだよ」と伝えるのでは、相手の反応はまったく違う。相手の候補を否定するのではなく、自分の候補の魅力をポジティブに伝える。些細なことに思えるが、名前をめぐる話し合いの空気を大きく左右する。

「この名前の子が、将来こんなふうに自己紹介するところを想像してみて」—そんな未来像で提示するのも効果的だ。





0.8.6 やってみよう: 夫婦の名付けワークシート

用意するもの: 紙とペン（またはスマホのメモアプリ）を、夫婦それぞれに1セットずつ。

ステップ1: 個別リストアップ（所要時間: 各自30分〜1週間）

それぞれ、気になる名前を10〜20個書き出す。名前の横に「選んだ理由」を一言メモする。相手には見せない。

ステップ2: 交換 & スクリーニング（所要時間: 30分）

リストを交換し、各候補に ◎ / ○ / x をつける。xがついた候補は理由を共有したうえで除外する。

ステップ3: 5軸評価（所要時間: 1時間）

残った候補を表にして、以下の5軸で各自1〜5点をつける。




	候補名
	響き
	画数
	漢字の意味
	読みやすさ
	被り度
	合計





	(例)
	/5
	/5
	/5
	/5
	/5
	/25





夫婦の合計点を出して、上位3〜5候補に絞る。

ステップ4: 声に出す（所要時間: 15分）

上位候補をフルネームで声に出す。4つのシチュエーション（日常・公園・職場・自己紹介）で呼んでみて、違和感がないか確認する。

ステップ5: 語りかけテスト（所要時間: 数日間）

最終候補の名前で、日替わりでお腹の赤ちゃんに語りかける。一番しっくりきた名前を話し合う。出産後に顔を見てから決めるのもOK。

ポイント: ステップ3の点数は「正解」を決めるためのものではなく、「お互いが何を大切にしているか」を見えるようにするためのツールだ。点数の差について話し合うプロセスそのものが、このワークの一番の価値になる。



この章のポイント


	名付けで意見が合わないのは普通のこと。約75%のカップルが同じ経験をしている

	候補を相手に見せる前に、それぞれ独立にリストアップすることで、素直な好みが出せる

	点数化の目的は「勝敗をつける」ことではなく、お互いの価値観の違いを可視化すること

	「完璧な名前」を探し続けると決められなくなる。「十分に良い名前」で探索を止める勇気を持とう

	義両親の意見は参考にしつつ、最終決定権はふたりにある。その原則を事前に共有しておく



次の章では、候補を最終的にひとつに絞り込むための「決定フレームワーク」を紹介する。点数化や声に出すステップを経てもなお決めきれないとき、どうやって背中を押すかを考えていこう。









0.9 第8章 最終決定フレームワーク

前章のワークショップを経て、候補が3つに絞れた。ここまで来るのに、ずいぶん遠回りをした気がする。5つの軸で優先順位を決め、漢字の意味を調べ、画数を何度も計算し、響きを声に出して確かめ、トレンドと被り具合を睨み、国際性まで考えた。夫婦の意見をすり合わせ、候補をここまで絞り込んだ。

なのに、決められない。

妻と顔を見合わせて「どれもいいんだけどね」と言い合う夜が続いた。3つのうちどれを選んでも後悔しない気がする。でも、だからこそ1つに決める決め手がない。あなたも今、似たような状況ではないでしょうか。

この章では、「あと一歩」を踏み出すための具体的な手順を紹介します。第1章から第7章までで積み上げてきた知識とワークを統合し、最終決定に至るまでの5つのステップをまとめました。いわば、この本の「まとめの章」です。


0.9.1 Step 1: 最終候補を3つに絞る — ここまでのフィルタを再確認

まず、最終候補が本当に3つまで絞れているかを確認しましょう。もし4つ以上残っているなら、ここまでの各章で使ったフィルタをもう一度通してみてください。


	第2章のフィルタ: その漢字は人名用漢字に含まれているか。書きやすさ、読みやすさに問題はないか

	第3章のフィルタ: 姓名判断の結果に、夫婦どちらかが強い不安を感じる候補はないか。画数が気になる側の「これだけは避けたい」ラインをクリアしているか

	第4章のフィルタ: フルネームで声に出したとき、姓と名のつながりに違和感はないか。響きのリズムは心地よいか

	第5章のフィルタ: ランキング上位すぎて被りが心配な候補、逆に読めない候補はないか

	第6章のフィルタ: 国際性を重視する方針なら、発音しにくい音が含まれていないか

	第7章のフィルタ: 夫婦どちらかが「x（受け入れられない）」をつけた候補は除外されているか



これらのフィルタを通して残った3つは、いずれも「十分にいい名前」です。ここからは、3つの中からベストを選ぶのではなく、「この名前にしよう」と心から思える1つを見つけるプロセスに入ります。



0.9.2 Step 2: 総合評価シート — 5つの軸で最終スコアリング

第1章で整理した5つの軸と、第7章のワークで使った点数化を、ここで最終版としてもう一度行います。ただし、今回は少しやり方を変えます。各軸に「重み」をつけるのです。

第1章の優先順位ワークで、あなたたち夫婦はそれぞれの軸に順位をつけました。あの順位を、ここで具体的な数字に変換します。

重みづけの例:




	軸
	重み（例）





	響き・音
	3



	画数
	2



	漢字の意味
	2



	トレンド（被り度）
	2



	国際性
	1



	合計
	10





重みの配分は夫婦で話し合って決めてください。「うちは画数を重視するから、画数を3にしよう」「国際性はそこまで気にしないから1でいい」といった具合です。合計を10にすると計算しやすいですが、必ずしも10にこだわる必要はありません。

次に、最終候補3つを各軸で1点から5点で採点し、重みをかけて合計します。




	評価軸
	重み
	候補A
	候補B
	候補C





	響き・音
	3
	4 (12)
	5 (15)
	3 (9)



	画数
	2
	5 (10)
	2 (4)
	4 (8)



	漢字の意味
	2
	3 (6)
	4 (8)
	5 (10)



	トレンド
	2
	4 (8)
	3 (6)
	4 (8)



	国際性
	1
	2 (2)
	5 (5)
	3 (3)



	合計
	
	38
	38
	38





……と、こんなふうに同点になることもあります。僕たちも似たような状況になりました。正直、ここまで残った候補は僅差になるのが普通です。

ここで大事なのは、スコアの絶対値で機械的に決めることではないということです。第7章でも触れましたが、点数化の本当の価値は「お互いが何を大切にしているか」を可視化することにあります。

たとえば、候補Aは画数が満点なのに響きが3点。候補Bは響きが満点なのに画数が2点。この差を見ながら「画数は少し妥協しても、毎日呼ぶ名前だから響きを優先しようか」と話し合える。そのプロセスこそが、このシートの役割です。



0.9.3 Step 3: 「呼んでみる」テスト — 紙の上を離れる

スコアリングは頭の作業です。ここからは、体の感覚を使います。

第7章のステップ4でもフルネームで声に出すことを提案しましたが、最終候補まで絞れた今、もう少し踏み込んだテストをしてみてください。

テスト1: フルネームで呼ぶ

姓と名をつなげて、普通の会話の速さで呼んでみる。ゆっくり丁寧に呼ぶのではなく、朝の忙しい時間に「○○、起きて!」と言う感じで。姓名の音がぶつかったり、早口だと言いにくかったりする候補は、ここで気づけます。

テスト2: あだ名で呼ぶ

その名前から自然に生まれそうなあだ名を考えてみる。「○○くん」「○○ちゃん」はもちろん、最初の二文字を取った愛称、友達が呼びそうな短縮形。あだ名にしたとき変な響きにならないかを確認します。

テスト3: 叱る場面を想像する

少し先の話ですが、子育てには叱る場面もあります。「○○! ダメでしょ!」と強い口調で言ったとき、名前の響きに違和感はないか。これは意外と見落とされがちなテストです。柔らかい響きの名前は普段の呼びかけには心地いいけれど、叱る場面では頼りなく感じることもある。逆に、力強い響きの名前は叱るときには自然だけど、ささやくように呼ぶと少し硬い。どちらがいい悪いではなく、自分たちの感覚に合うかどうかを確かめてみてください。

テスト4: 自己紹介を想像する

子どもが大きくなって、自分で名前を名乗る場面を想像する。「はじめまして、○○です」。電話で名前を伝えるとき、聞き返されやすい名前ではないか。漢字を説明するとき、「○○の○に、○○の○です」とスムーズに言えるか。第4章で見た「音の第一印象」を思い出しながら、名乗ったときの印象を想像してみてください。



0.9.4 Step 4: 「寝かせる」期間 — 時間を味方にする

ここまでのステップを経て、「この名前かな」という感覚が生まれてきたかもしれません。でも、すぐに決定しなくていい。むしろ、1週間から2週間、その名前と一緒に過ごしてみることをおすすめします。

具体的には、最有力の候補の名前で、毎日お腹の赤ちゃんに語りかけてみる。「○○、おはよう」「○○、今日はこんなことがあったよ」。第7章のステップ5でも紹介した方法ですが、最終候補1つに絞った状態でやると、感じ方がまた違ってきます。

この「寝かせる」期間には、いくつかの効果があります。

まず、初日の興奮が冷めたあとの感覚がわかる。新しい名前を思いついた直後は、なんでも良く見えるものです。でも1週間経っても「やっぱりいいな」と思えるなら、それは本物です。

次に、日常のさまざまな場面で呼ぶことで死角が見つかる。静かな夜に呼ぶとき、賑やかな場所で呼ぶとき、急いでいるとき。場面が変わると気づくこともあります。

そして、夫婦の気持ちが揃っていく。毎日その名前を使うことで、ふたりの中でその名前が「仮の候補」から「うちの子の名前」に変わっていく。その変化が自然に起きるかどうかが、最終的な判断材料になります。

もし「寝かせる」期間中に違和感が出てきたら、それも大切な情報です。無理にその名前に決めず、2番目の候補で同じように寝かせる期間を設けてみてください。出産までの時間に余裕がある前提にはなりますが、この手間を惜しまないことが、後悔のない名付けにつながります。



0.9.5 Step 5: 最終決定の瞬間 — 完璧を手放す

いよいよ最後のステップです。ここまで来たあなたに、ひとつデータを共有させてください。

ある調査によると、91%の親が「もう一度選び直せるとしても、同じ名前を選ぶ」と答えています74。つまり、大多数の親は自分たちの判断に最終的に満足しているのです。

一方で、BabyCenterの2024年調査では9%の親が名付けに後悔を感じたと回答しています75。後悔の理由で最も多かったのは「ありふれた名前だった」（25%）、次いで「周囲の圧力に負けた」（20%）でした76。

この数字が教えてくれるのは、後悔は自分たちの意志で選ばなかったときに生まれやすいということです。トレンドに流されたり、義両親の意見に押し切られたりして、「本当はこっちがよかったのに」と感じるケースが多い。逆に、自分たちの基準で、自分たちのプロセスで選んだ名前には、ほとんどの人が納得しています。

第7章で紹介した「選択のパラドックス」と「サティスファイシング」を思い出してください7778。選択肢が多すぎると決められなくなるし、決めた後の満足度も下がる。「最善の選択」を追い求めるよりも、「十分に良い選択」ができた時点で探索を止めるほうが、結果的に幸せになれるのでした。

第7章でも書いたように、すべてが完璧な名前は存在しません。でも、ふたりで調べて、話し合って、声に出して、寝かせて、それでも「いいね」と思える名前。それは、あなたたちにとっての最高の名前です。

最終決定をするとき、僕からの提案はひとつだけ。「なぜこの名前にしたのか」を書き残してください。 漢字に込めた意味、響きの好きなところ、夫婦で話し合ったエピソード。命名書にその由来を書き添えるのでもいいし、スマホのメモに残すだけでもいい。

これには2つの意味があります。ひとつは、将来子どもに「なぜこの名前なの?」と聞かれたときに答えられること。もうひとつは、もし後から「あの名前にすればよかったかな」とふと思ったとき、当時の自分たちの判断理由を読み返すことで、その迷いを鎮められることです。心理学の研究でも、決定の理由を言語化しておくことが後悔の軽減に効果的だとされています79。

ちなみに、第7章でも触れたように、出産後に赤ちゃんの顔を見てから最終決定する方法もあります80。候補を2つか3つ持って出産に臨み、赤ちゃんの顔を見て「この子にはこの名前だ」と直感で決まったという声は少なくありません。出生届の提出期限は出生日を含めて14日以内。決して長くはありませんが、生まれてからの数日間で答えが見つかることもあります。





0.9.6 やってみよう: 最終決定シート

用意するもの: A4の紙1枚（またはスマホのメモアプリ）

以下の項目を埋めて、最終決定の記録を作ってください。このシートは、決定のプロセスを1枚にまとめたものです。

1. 最終候補（3つ）




	候補
	漢字
	読み





	候補A
	
	



	候補B
	
	



	候補C
	
	





2. 総合評価スコア（夫婦合算）




	評価軸
	重み
	候補A
	候補B
	候補C





	響き・音
	/3
	/5
	/5
	/5



	画数
	/3
	/5
	/5
	/5



	漢字の意味
	/3
	/5
	/5
	/5



	トレンド
	/3
	/5
	/5
	/5



	国際性
	/3
	/5
	/5
	/5



	合計
	
	
	
	





3. 「呼んでみる」テスト結果


	フルネームで呼んだ感覚: 候補___が最も自然だった

	あだ名の響き: 候補___のあだ名が一番しっくりきた

	叱る場面の想像: 候補___が違和感なかった

	自己紹介の想像: 候補___が名乗りやすかった



4. 「寝かせる」期間の記録


	寝かせた期間: ___日間

	毎日語りかけて感じたこと: ___

	期間中に違和感はあったか: はい / いいえ



5. 最終決定


	選んだ名前: ___

	この名前にした理由（3行以内で）:



ポイント: このシートを書き終えたとき、「理由」の欄に自然と言葉が出てくるなら、その名前はあなたたちの中で決まっています。逆に理由が書けないなら、もう少し時間をかけていい。焦る必要はありません。



この章のポイント


	ここまでの章で使ったフィルタを最終確認し、候補を3つに絞ることが出発点になる

	5つの軸に「重み」をつけてスコアリングすることで、夫婦の価値観の違いが数字で見える

	紙の上のスコアだけで決めず、フルネームで呼ぶ、あだ名にする、叱る場面を想像するなど「体の感覚」を使ったテストが効果的

	1週間から2週間の「寝かせる」期間が、一時的な興奮と本物の納得感を見分ける助けになる

	91%の親が同じ名前を選び直すというデータが示すように、自分たちのプロセスで選んだ名前には後悔が少ない。完璧を求めず、「ふたりでいいねと言えるかどうか」を最終基準にしよう











0.10 終章 名前に込める祈り

ここまで読んでくださったあなたに、最後にひとつだけ伝えたいことがある。

この本では、名付けの方法論を語ってきた。5つの軸を整理し、漢字の法律を調べ、画数の流派を比較し、音の印象を科学的に分析し、トレンドをデータで読み解き、世界の名付け文化を覗き、夫婦の合意形成の手順を組み立てた。フィルタをかけ、スコアリングし、声に出して確かめる。できるだけ論理的に、できるだけ体系的に。

でも、最終的に名前を決める瞬間に働くのは、たぶんそういう論理ではない。


0.10.1 名前は祈りだ

画数の良し悪しを超えたところに、響きの科学を超えたところに、トレンドの波を超えたところに、名前の本質がある。それは祈りだと僕は思う。

この子が健やかに育ちますように。この子が自分の道を見つけられますように。この子がたくさんの人に愛されますように。そういう祈りを、たった数文字に込める。名前は、親が子に贈る最初のプレゼントだ。そしておそらく、子供が一生持ち続ける、ただひとつの贈りものだ。



0.10.2 悩んだことが、すでに答えだ

この本を手に取ってくれたということは、あなたは名付けに真剣に向き合っている。画数を調べ、響きを考え、漢字の意味を吟味し、夫婦で話し合い、ときにぶつかり、それでも「この子にふさわしい名前を」と悩み続けている。

その時間そのものが、すでにお子さんへの愛情の証だと僕は思う。

どんな名前を選んだとしても、その名前にはあなたたちが費やした時間と、交わした会話と、抱いた願いが詰まっている。100点の名前は存在しない。でも、ふたりで「いいね」と言い合えた名前は、あなたたちの家族にとっての100点だ。



0.10.3 その名前を呼ぶたびに

いつか子供が生まれて、初めてその名前を呼ぶとき。朝起こすとき、ごはんに呼ぶとき、公園で走り回る背中に向かって叫ぶとき。その名前を口にするたびに、きっと今の気持ちを思い出す。お腹に手を当てて「何て名前にしようか」と話し合った夜のことを。候補を書き出した紙のことを。「うーん、ちょっと違うかな」と言われて少し凹んだことを。そして、最後に「これだね」と笑い合った瞬間のことを。

名前は、呼ぶものだ。書くものであり、名乗るものでもあるけれど、何よりもまず、声に出して呼ぶものだ。あなたがその名前を呼ぶたびに、今日までの想いが声にのる。それが、名前に込められた本当の力なのだと思う。



この本が、あなたたち夫婦の名付けの旅の、小さな道しるべになれたらうれしいです。

どうか、素敵な名前が見つかりますように。そして何より、元気な赤ちゃんが生まれてきますように。

同じ立場の、もうすぐ父親になる僕より。







0.11 付録 名前に使える漢字リスト


0.11.1 人名用漢字制度の概要

日本では、子供の名前に使える漢字が法律で決められている。根拠となるのは戸籍法第50条と戸籍法施行規則第60条で、名前に使える文字は以下の3種類に限定されている。




	種別
	字数
	備考





	常用漢字
	2,136字
	2010年内閣告示の常用漢字表に基づく



	人名用漢字
	863字体
	戸籍法施行規則別表第二「漢字の表」



	ひらがな・カタカナ
	全文字
	変体仮名は除く





漢字だけで合計2,999字体。 パソコンやスマホで変換できるJIS漢字（約6,355字）の半分以下しか名前には使えない。1951年に92字でスタートした人名用漢字は、社会の要望にあわせて段階的に追加されてきた。直近の追加は2017年の「渾」で、それ以降は増えていない。

なお、2025年5月施行の改正戸籍法により、戸籍に氏名の読み仮名が記載されるようになった。あわせて「一般に認められている読み方」という基準が設けられたが、伝統的な名乗り読みは引き続き認められている。





0.11.2 カテゴリ別 名前に人気の漢字一覧

名前に使える約3,000字の全てを列挙するのは現実的ではないため、ここでは名付けでよく使われる漢字をカテゴリ別に整理した。漢字選びの出発点として活用してほしい。


0.11.2.1 自然・天空




	漢字
	主な読み
	画数
	イメージ





	陽
	よう・はる・ひ
	12画
	太陽・温かさ・明るさ



	空
	そら・くう
	8画
	青空・自由・広がり



	碧
	あお・あおい
	14画
	青緑の宝石・透明感



	蒼
	そう・あお
	13画
	青空・大海・壮大さ



	海
	うみ・かい
	9画
	海・おおらかさ



	凪
	なぎ
	6画
	風がやむ静けさ・穏やかさ



	月
	つき・る
	4画
	月明かり・静かな美しさ



	晴
	はる・せい
	12画
	晴天・前向きさ



	嵐
	あらし・らん
	12画
	風のエネルギー



	颯
	そう・はやて
	14画
	風・爽やかさ・スピード感



	湊
	みなと・そう
	12画
	港・人が集まる場所







0.11.2.2 植物・花




	漢字
	主な読み
	画数
	イメージ





	花
	はな・か
	7画
	華やかさ・可憐さ



	菜
	な・さい
	11画
	菜の花・春・素朴さ



	莉
	り
	10画
	ジャスミン（茉莉花）



	葵
	あおい
	12画
	葵の花・高貴さ



	桜
	さくら・おう
	10画
	日本の象徴・美しさ



	蓮
	れん
	13画
	蓮の花・清らかさ



	樹
	じゅ・き・たつき
	16画
	大樹・たくましさ・成長



	柚
	ゆず・ゆ
	9画
	柚子の香り・爽やかさ



	楓
	かえで・ふう
	13画
	秋の風情・鮮やかさ



	翠
	すい・みどり
	14画
	翡翠・深い緑の美しさ



	紬
	つむぎ
	11画
	紬織物・丁寧さ・和の美







0.11.2.3 強さ・大きさ




	漢字
	主な読み
	画数
	イメージ





	大
	だい・た・ひろ
	3画
	スケールの大きさ・力強さ



	翔
	しょう・と・かける
	12画
	飛翔・自由・行動力



	龍
	りゅう・たつ
	16画
	龍・力強さ・格式



	剛
	ごう・つよし
	10画
	剛健・たくましさ



	武
	たけし・ぶ
	8画
	武勇・勇敢さ



	雄
	ゆう・お・たけし
	12画
	雄大さ・勇気



	虎
	とら・こ
	8画
	力強さ・猛々しさ







0.11.2.4 知性・品格




	漢字
	主な読み
	画数
	イメージ





	智
	さとし・とも・ち
	12画
	知恵・聡明さ



	聡
	さとし・そう
	14画
	聡明さ・洞察力



	仁
	じん・ひと・まさし
	4画
	仁義・思いやり



	礼
	れい・あや
	5画
	礼節・品格



	誠
	まこと・せい
	13画
	誠実さ・真心



	律
	りつ
	9画
	規律・音律・知性



	哲
	さとし・てつ
	10画
	哲学・深い思考



	怜
	れい
	8画
	聡明さ・怜悧さ







0.11.2.5 美しさ・輝き




	漢字
	主な読み
	画数
	イメージ





	美
	み・よし
	9画
	美しさ・調和



	彩
	あや・さ・いろ
	11画
	色彩・華やかさ



	煌
	こう・きらめく
	13画
	きらめき・輝き



	輝
	き・ひかる・てる
	15画
	光り輝く・存在感



	瑠
	る
	14画
	瑠璃・宝石の輝き



	華
	か・はな
	10画
	華やかさ・きらびやかさ



	麗
	れい・うらら
	19画
	麗しさ・気品







0.11.2.6 愛情・心




	漢字
	主な読み
	画数
	イメージ





	愛
	あい・まな・め
	13画
	愛情・慈しみ



	心
	こころ・こ・み
	4画
	真心・優しさ



	結
	ゆい・ゆう・むすぶ
	12画
	結ぶ・つながり



	優
	ゆう・まさる
	17画
	優しさ・優れること



	温
	おん・あつし・はる
	12画
	温かさ・穏やかさ



	和
	かず・なごみ・わ
	8画
	和やかさ・調和



	慈
	じ・いつく
	13画
	慈しみ・深い愛情







0.11.2.7 伝統・和




	漢字
	主な読み
	画数
	イメージ





	紬
	つむぎ
	11画
	紬織物・丁寧な手仕事



	琴
	こと
	12画
	琴の音色・芸術性



	雅
	みやび・まさ
	13画
	優雅さ・風流



	乃
	の
	2画
	古風な品格



	奏
	そう・かなで
	9画
	奏でる・音楽・調和



	朔
	さく
	10画
	月の始まり・新しさ



	伊
	い
	6画
	古風な響き







0.11.2.8 色彩




	漢字
	主な読み
	画数
	イメージ





	碧
	あお・あおい
	14画
	青緑



	翠
	すい・みどり
	14画
	翠色・深い緑



	蒼
	そう・あお
	13画
	蒼色・青



	朱
	あけ・しゅ
	6画
	朱色・赤



	茜
	あかね
	9画
	茜色・夕暮れの赤



	彩
	あや・さ・いろ
	11画
	多彩な色



	紅
	べに・くれない・こう
	9画
	紅色・鮮やかな赤










0.11.3 男の子に人気の漢字トップ30（2025年）

ベビーカレンダー（2025年1~9月、約16万人調査）およびたまひよのデータを参考にまとめた。




	順位
	漢字
	主な読み
	画数





	1
	翔
	しょう・と
	12画



	2
	陽
	よう・はる
	12画



	3
	斗
	と
	4画



	4
	大
	だい・ひろ
	3画



	5
	真
	しん・ま
	10画



	6
	晴
	はる・せい
	12画



	7
	太
	た・たい
	4画



	8
	蒼
	そう・あお
	13画



	9
	颯
	そう・はやて
	14画



	10
	悠
	ゆう・はる
	11画



	11
	樹
	じゅ・き
	16画



	12
	蓮
	れん
	13画



	13
	湊
	みなと・そう
	12画



	14
	律
	りつ
	9画



	15
	碧
	あお・あおい
	14画



	16
	朔
	さく
	10画



	17
	仁
	じん・ひと
	4画



	18
	煌
	こう
	13画



	19
	一
	いち・はじめ
	1画



	20
	誠
	まこと・せい
	13画



	21
	人
	と・ひと
	2画



	22
	琉
	る・りゅう
	11画



	23
	結
	ゆい・ゆう
	12画



	24
	介
	すけ・かい
	4画



	25
	奏
	そう・かなで
	9画



	26
	凪
	なぎ
	6画



	27
	輝
	き・ひかる
	15画



	28
	士
	し
	3画



	29
	生
	き・お・せい
	5画



	30
	瑛
	えい・あきら
	12画









0.11.4 女の子に人気の漢字トップ30（2025年）

同じくベビーカレンダーおよびたまひよのデータを参考にまとめた。




	順位
	漢字
	主な読み
	画数





	1
	愛
	あい・まな
	13画



	2
	結
	ゆい・ゆう
	12画



	3
	花
	はな・か
	7画



	4
	菜
	な
	11画



	5
	心
	こころ・こ
	4画



	6
	乃
	の
	2画



	7
	莉
	り
	10画



	8
	陽
	よう・はる
	12画



	9
	奈
	な
	8画



	10
	咲
	さき・さ
	9画



	11
	葵
	あおい
	12画



	12
	翠
	すい・みどり
	14画



	13
	紬
	つむぎ
	11画



	14
	凛
	りん
	15画



	15
	月
	つき・る
	4画



	16
	葉
	は・よう
	12画



	17
	依
	い・え
	8画



	18
	琴
	こと
	12画



	19
	柚
	ゆず・ゆ
	9画



	20
	彩
	あや・さ
	11画



	21
	桜
	さくら・おう
	10画



	22
	美
	み・よし
	9画



	23
	芽
	め・が
	8画



	24
	里
	り・さと
	7画



	25
	優
	ゆう・まさる
	17画



	26
	衣
	い・え
	6画



	27
	楓
	かえで・ふう
	13画



	28
	百
	もも・はく
	6画



	29
	音
	おと・ね
	9画



	30
	茉
	ま
	8画









0.11.5 「意外と使えない漢字」リスト

以下は、日常的に見かける漢字でありながら名前には使えない漢字の例だ。候補を考えるときに「この漢字いいな」と思って調べたら使えなかった、というケースは意外と多い。




	漢字
	読み
	使えない理由





	棗
	なつめ
	人名用漢字に未指定。ひらがな「なつめ」なら可能



	檸・檬
	レモン
	人名用漢字に未指定。文学作品で有名だが使えない



	薔・薇
	バラ
	人名用漢字に未指定



	苔
	こけ
	人名用漢字に未指定



	珪
	けい
	響きは名前向きだが未指定



	玻
	は
	宝石のイメージがあるが未指定



	薺
	なずな
	春の七草だが未指定



	茗
	ちゃ・めい
	お茶のイメージだが未指定



	綵
	さい
	彩と似た意味だが未指定



	燿
	よう
	輝くイメージだが未指定





使える漢字かどうかを確認するには、法務省の「子の名に使える漢字」ページが最も確実だ。





0.11.6 2025年戸籍法改正による読み方の新ルール

2025年5月26日に施行された改正戸籍法の要点をまとめておく。

変わったこと: - 戸籍に氏名の読み仮名（フリガナ）が記載されるようになった - 名前の読み方は「一般に認められているもの」でなければならないという基準が新設された

認められない読み方の例: - 漢字の意味と反対の読み（「高」を「ヒクシ」と読む） - 漢字と全く関連のない読み（「太郎」を「ジョージ」と読む）

引き続き認められる読み方の例: - 名乗り読み（「翔」を「と」、「悠」を「はる」） - 熟字訓（「飛鳥」を「アスカ」、「五月」を「サツキ」） - 漢字の意味から派生した読み（「美空」を「ソラ」）

常識的な範囲の名乗り読みは問題なく認められる設計になっているので、過度に心配する必要はない。ただし、極端な当て字を考えている場合は、事前に役所に相談することをおすすめする。
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